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FMV 巧扱ガイド 


♦この本で説明しているまな内容 



電源の入れ方/切 D 方 



音量調節 


m BI 

明るを調節 テレビの準備 

(テレビチューナー搭載機種のみ) 



お線 LAN メモリの増設/交換 

(無線 LAN 搭載機種のみ） 


B 5 FJ -8841-01 

各部の名称と働き 
^ パソ]ンの取り扱い 

( 3 テレビを見る 

f y \ 周迅機器の 

設置/設定/増設 

度 ぉ手入れ 

取り扱い上のま意 
^7 仕様-覧 


FU だ TSU 






















冊子のマニュアル 


スタートガイド【1設置編2セットアップ編） 



使い始めるまでの準備はこれでバッチリ 

♦『スタートガイド1設置編』 

♦『スタートガイド2セットアップ編』 


FMV 取扱ガイド 


FMV テレビ操作ガイド 


FMV — 

FMVnil ガイド做 & 

国—圏：:: 
画啤 

( pap | 卜で; 

log 


♦各部の名称と働き 
♦パソコンの取り扱い 
-電源の入れ方/切り方 
■ 音量の調節 
-輝度の調節など 
• 周辺機器の設置/設定/増設 
•お手入れ 
参仕様一覧 



テレビチューナー搭載機種に添付 
(FMV-DESKPOWER F シリーズを除く）※ 

♦テレビについて 

-テレビの見かた 
-録画/保なのしかた 
•テレビなどに関する Q&A 
《 FN / IV-DESKPOWER F シ U — ズで 
テレビチューナー搭載機種の方は、 

『 FMV 取扱ガイド』をご覧ください。 


トラブル解みガイド 


サポート&サービスのご案内 


FMV だ•二 

•ちむヴポート機能 

fmV 

だ?，- 

. FMV サポートナビ 

••••• 

•トロ 9 SM : • 

直因 

團 端. 

W II 1" ••«*** 

巧フルがガイド：:••… 

-トラブル解決ナビ 

圏图… 

園图 

•バックアップ 

•パソコンを復元する（リカバリ） 
♦廃棄.リサイクル 

图 

• Q&A 

1 施類，—- 1 ™r 


♦ユーザー登録•特巧 
♦ AzbyClub のご案内 
♦困ったとさは 
•故障かな？と思ったとさは 
♦お問い合わせ巧 
•操作指導サービス 
♦ お問い台わせ票/修理依頼票 


この他にち、マこュアルや重要なお知らせなどの紙、冊子類があります。 



画面で見るマニュアル 


説明している主な内容 

•パソコンの基本 
♦セキュリティ対策 
•インターネット / E メール 
♦ FMV 使いこなし事例集 
♦パソコン本体の取り扱し、 
•周辺機器の接続 
•添付ソフトウてアー覽 
♦困ったとさの Q&A 
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画面て見るマニュアル 


1 • 目''似ろ巧,を • ぉ1が巧.を 

pi 

点 J coi « 戊， J 

mm 



孔 

リ SOI*** 

一 ^^^ ■■•• 、 " け " 

(Ben- ."■■•e 


2' 

■ 王 ..*0 j ，バっ j"> 1 


巧 

H 1 - ，け *■ 1 

■ れ - 1 u-X'C* V . ^ 1 

3*n.T.<l M 1 "一— K— 1 、、占 1 

哉 y 


この他にも、役に立つ情報が 
盛りだくさんです。 


テクニカルコミュこケーター協会ザをめる 
'% J 「画面で見るマニュアル標華マーク」です。 


画面で見るマニュアルの始め方 

@ (スタート）一「ずべてのプ□グラム」一 「 FMV 画面で見るマニュアル」 
の順にクリック 
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参照の探し方 




冊子のマニュアルの本文内に、》「****** (文書番号)」とある場合は 
『画面で見るマニュアル』で検索してご覧ください。 


参照 


Windows の画面について 


巧『画面で見るマニュアル』>「 920010 」で検索 
一 「 Windows の画面と各部の名称」ミ 



文書番号（巨巧の数字）を入力して 
r 巧索する J をクリック 


[920010 ▼ 



92 ^ 

I 臂 fmV 

I 画面で見るマニュアル 


〇文書番号（巨巧の数字）を入力 _ 

© r 検索する J をクリック .► r 文書ま号の巧客び表示 

、 



昼をみ弓 


索引'巧弓数ず 


すミゴリ振 巧が 

をな巧 S はカテコリひ5を巧せます 


をな巧 S はカテコリひ5を巧せます ■ 

夕 t a — ^ : m \\ 

インタ-ネット ■ プリンタ乂 CD / DVD ム、デジタルカが ！■ 


旧;欠」、 r 検索」、惊引」など、他 
にもいろいろな探し方があり 
ます。 

『画面で見るマニュアル』につ 
いて詳しくは、画面ち上の 
をクリックしてぐださい。 
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電源を入れる/切る . 

接続を確認する . 

電源を入れる . 
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音重を调卽す苗 . 

画面の明るさを調節する . 

ワンタッチボタンを使う . 

CD / DVD を使ラ . 

このパソコンででをること . 

このパソコンで使えるディスク/使えないディスク 

ディスクをパソコンにセットする/取り出す . 

メモ U — カードを使う . 

メモ U —カードをお使いになるラえでのを意 . 

使える X モ U — カード . 

X モ U —カードをセットする/取り出す . 

U モコンを使う . 

U モコンび添付されている機種のみ 


八ソコン本体前面 . 

パソコン本体側面 . 

パソコン本体左側面 . 

パソコン本体ち側面 . 

パソコン本体背面 . 

パソコン本体内部 . 

キー ボード . 

リモコン . 

U モコンび添付されている機種のみ 


U モコンについて . 
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パソコン本体の U モコン受光部使用可能範囲.... 

8ワイヤレスキーボード/ワイヤレスマウスを使ラ 

使用に適した配置 . 

お使いになるとをのを意事項 . 

乾電池を交換する . 

ID 設定をする . 

光学式マウスについて . 

9 LAN (有線 LAN ) 機能を使う . 

このパソコンの LAN 機能 . 

インターネットを使うと去の接続例 . 

LAN (有線 LAN ) をお使いになる場合 . 

10無線 LAN 機能を使ラ . 

無線 LAN 搭載機種のみ 

このパソコンの無線 LAN 機能 . 

インターネットを使うとさの接続例 . 

無線 LAN をお使いになる場合 . 

11 Web カメラを使う . 

Web カメラでできること . 
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第2章パソコンの取り扱し、 


第1章各部の名称と働き 
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01123457 
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00137901223699004 455788912788890 00122 
2222223333333344斗 444444455555556 66666 















































Web カメラを使うソフトウェアの起動方法と使い方 . 

12スタンドの高さを調節する . 

必要なものを用意する . 

スタンドの高さを調節する . 

第3章テレビを見る 
テレビチューナー搭載機種のみ 

1テレビを見る前に . 

このパソコンのテレビについて . 

お使いになるうえでのごを意 . 

このパソコンで視聴でをる放送について . 

テレビを見るときのを意 . 

テレビを録画（八ードディスクに一時保存）するとをのを意 

テレビを見るために必要な準備 . 

2接続する . 

アンテナケーブルの接続例 . 

必要なものを用意する . 

アンテナケーブルをパソコン本体に接続する 

目- CAS 力ードをセットする . 

インターネットへの接続 . 

3テレビを見る . 

ソフトウェアを準備する . 

ソフトウェアの起動/終了と基本操作 . 

4テレビ番組を八ードディスクに一時保存する 

見ているテレビま組を一時保をする . 

予約機能を使って一時保存する . 

一時保存したテレビま組を見る . 

一時保存したテレビま組を削除する . 

己困つにとをの Q&A . 

第4章周辺機器の設置/設定/増設 

1周辺機器をお使いになる場を . 

周辺機器とは？ . 

周辺機器を取り付けると . 

周辺機器を取り付けるには . 

周辺機器の取り扱い上のを意 . 

2本体カバーを取り外す/取り付ける . 

本体カバーを取り外す . 

本体カバーを取り付ける . 

3 モリの増設/交換 . 

モリの取り付け場所 . 

必要なものを用意する . 

モリの組み合わせ表 . 

モリの取り扱い上のを意 . 

モリを増やす . 

モリ容量を確認する . 

第5章お手入れ 

1 FMV のお手入れ . 

パソコン本体および添付品のお手入れ . 

液晶ディスプレイのお手入れ . 

スタンドやスイーべルのお手入れ . 

CD / DVD ドライブのお手入れ . 

パソコン本体内部や通風孔のお手入れ . 


2 4 4 4 
6 6 6 6 
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7777777777888999990000 000001111111122 


6 6 7 8 8 9 
2 2 2 2 2 2 


3 


















































第 6 章取り扱い 上の 注意 

1 パソコンを移動する場合の注意 . 136 

パソコンを移動する場含のを意 . 136 
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2 その他の仕様 . 146 
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リモコン . 148 

U モコンび添付されている機種のみ 
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安全にお使いいただくために 


このマニュアルには、本製品をま全に正し<お使いいただ<ための重要な情報び記載されていま 
す。 

本製品をお使いになる前に、このマニュアルを熟読してください。特に、 D 『安むしてお使いいた 
だ<ために』の「ま全上のごま意」をよ<お読みになり、理解された5えで本製品をお使い<だ 
さい。 

また、このマニュアルは、本製品の使用中にいつでちご覧になれるよ5大切にな管してください。 


このマニュアルの表記について 


画面例およびイラストについて 


表記されている画面およびイラストは一例です。お使いの機種によって、画面およびイラストび 
若干異なることびあります。また、このマニュアルに表記されているイラストは説明の都合上、 
本来接続されているケーブル類を省略していることびあ D ます。 


まをにお巧いいただくためのお記号について 


このマニュアルでは、いろいろな絵表示を使っています。これは本製品をま全に正しくお使いい 
ただを、あなたや他の人々に加えられるおそれのあるを害や損害を、未然に防止するための目印 
となるちのです。その表示と意味はなのよラになっています。内容をよくご理解のラえ、お読み 
<ださい。 


A 警告 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人び死 t する可能性または重傷を負 
ラ可能性びあることを示しています。 

A ミ主意 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が傷害を負ラ可能性があること、 
および物的損害のみび発生する可能性びあることを示しています。 


また、を害や損害の内容びどのよラなをのかを示すために、上記の絵表示と同時になの記号を使つ 
ています。 


A 

A で示した記号は、警告•ミち意を促す内容であることを告げるちのです。記号の中や 
その脇には、具体的な警告内容び示されています。 

G 

ので示した記号は、してはいけない行為（禁止行為）であることを告げるちのです。 
記号の中やその脇には、具体的な禁止内容が示されています。 

〇 

•で示した記号は、必ず従っていただ<内容であることを告げるちのです。記号の中 
やその脇には、具体的な指示内容が示されています。 


6 D ►このマニュアルの巻頭でご案内しています。 















本で中の記号について 

本文中に記載されている記号には、なのよラな意味びあります。 


1重固 

お使いになるとをにを意していただをたいことや、してはいけないことを記述してい 
ます。必ずお読みください。 

(^oint 

操作に関連することを記述しています。必要に応じてお読みください。 


参照先を記述しています。 


参照していただきたいマニュアルを記述しています。 

D 

冊子のマニュアルを表しています。 

を] 

画面で見るマニュアルを表しています。 

(起動方まについて、このマニュアルの巻頭でご案内しています。） 

@ 

CD - ROM / DVD-ROM を表しています。 


製品の巧び方について 


このマニュアルでは製品名称などを、なのよ5に略して表記しています。 


製品名称 

このマニュアルでの表記 

Windows Vista ® Ultimate with Service Pack 1 

Windows または 

Windows Vista または 

Windows Vista Ultimate または 
Windows Vista Ultimate with 

SPl 

Windows Vista ® Home Premium with Service Pack 1 

Windows または 

Windows Vista または 

Windows Vista Home Premium 
または Windows Vista Home 
Premium with SPl 

Windows ® Internet Explorer ® 7 

Internet Explorer 

情報処理機器の省エネルギー化推進に関する法律 

省エネ法 

スーバーマルチドライブ 

CD/DVD ド'ラィブ 

ワイヤレスキーボード（ワンタッチボタン付、無線方式） 

キーボードまたは 
ワイヤレスキーボード 

横スク□ール機能付ワイヤレスマウス（光学式） 

マウスまたはワイヤレスマウス 

FMV 画面で見るマニュアル V 1 . 已 

画面で見るマニュアル 
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商標および著作権について 


Microsoft 、 Windows、Windows Vista 、 Aero、Internet Explorer は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその 
他の国における登録商標または商標です。 

インテル、 Intel 、 およびインテル Core は、アメリカ合衆国およびその他の国における Intel Corporation またはその子会 
社の登録商標または商標でず。 

SD □ゴおよび SDHC □ゴは、商標でず。 

「メモリースティック」、「メモリースティック PRO 」、 「メモリースティック Duo 」、 「メモリースティック PRO Duo 」、 「マ 
ジックゲート」および。: Su は、ソニー株式会社の商標または登録商標です。 

その他の各製品名は、各社の商標、または登録商標です。 

その他のを製品は、各社の著作物でず。 

All Rights Reserved . C 叩 yri 呂 ht © FUJITSU LIMITED 2008 


ドルビー、 DOLBY 、 AC -3、 フ□□ジック及びダプル D 記号はドルビーラボラトリーズの商標です。 


S CTVi 画面で見る 

心にュァル 


0 ►このマニュアルの卷頭でご案内しています。 





含部の名拖と働き 


パソコンの各部の名称と働さについて説明しています。 
ここでは、代表的な機能を説明しています。 


1パソコン本体前面 . 10 

2パソコン本体側面 . 11 

3パソコン本体背面 . 13 

4パソコン本体内部 . 14 

曰キーボード .] 己 

色リモコン . 17 


リ亡コンび添付されている機種のみ 












宜团因日团 B 圓目 

パソコン本体前面 


スイーべル 

パソコン本体を左ちに 
回転して見やすい角度 
に調整します。 


リモコン受光部〔ま 1) 

U モコンからの赤外線を受光します。 


キーボード/マウス 

アンテナ 

キーボードやマウスか5の 
信号を受けます。 


Web カメラ 

内蔵のデジタルマイク、テレビ 
電話用ソフトと合わせて使ラこ 
とで、テレビ電話びでをます。 
(•>P.62) 


デジタルマイク 

テレビ電話用ソフトを利用 
して、音声通話びでさまず。 


無線 LAN アンテナ 
〔ま 2] 

無線 LAN のアンテナび 
搭載されています。 


液晶ディスプレイ 

入力した内容や、パソコン巧 
のデータなどを表示します。 


スピーカー 

パソコンの音声を 
出力します。 



録画ランプ 
〔ま 1] 

テレビ番組の録 
画中に点丹しま 
す。 

八ードディスク /CD 
アクセスランプ（皂 5) 

内蔵八ードディスクや CD、DVD にアクセス 
しているときに点滅します。 

画面オフボタン- 

画面の表おや音を'消します。 

を1:テレビチューナー搭載機種のみ 
ミち吕：無線 LAN 搭載機種のみ 


CD/DVD 取 
り出しボタン 

CD/DVD を取 D 
出します。 

1 


電源ボタン（(り） 

パソコン本体の電源を入れた日、休止 
巧態にした0します。 

また、バソコン本体の動作げ態を表し 
ています（電源び入っているとさは点 
な、ス U —プ中は点滅)。 （•>P.20) 

明るさ調節ボタン 

画面の明るさを調節します。(- >P.30) 


パソコン本体前面の各部の名称と^ 0^ 

働きについて、詳しい説明は次の^^を) 『画面で見るマニュァル』》「000270」で検索 
フ^ ュ アル ホご营 ください。 ^ 一「各部のち称と働き：バソコン本体前面」 


10 ►このマニュアルの巻頭でご案内しています。 











































































^' 宜团因日团 B 国回 

^パソコン之 


コン本体側面 


くソコン本体左側面 


B - CAS 力ードス□ツト （ d 兰卜 s |) 
組 

B - CAS 力ードの差し込み口です。 
B - CAS 力ードをセツトするとを 
は、カバーをがしてください。 


ダイレクト"メモリース□ツト 

SD メモリーカードやメモ U — ステイツクの差し込み□です。 
miniSD 力ード、 microSD 力ー ドおよびメモ U — ステイツ 
ク Duo などは、アダプタを使用してください。 （•> P .39) 



へッドホン-ラインアウト兼巧端子 （0) 

外径 3.5 mm の S ニプラグに対応した市販のヘッド 
ホンを接続します。また、設定を変更することで 
才ーディオ機器などの音声入力端テと接続するライ 
ンアウト端子として使用することわでさます。 

マイク-ラインイン兼用端子 （/) 

外径 3.5 mm の S ニプラグに対応した市販のマイク 
を接続します。また、設定を変更ずることでオー 
デイオ機器などの音声出力端子と接続するラインイ 
ン端子として使巧することわでをます。 


ユー エス ビー 

USB コネクタく*^) 

プ1」ンタなどの USB 規格の周辺機器を接続します。 


を：テレビチューナー搭載機種のみ 


パソコン本体側面のさ部の名称と 
働さについて、詳しい説明は次の 
マニュアルをご覧ください。 


♦ 


巧]『画面で見るマニュアル』》「日日日28日」で検索 


-「各部の名称と働を：パソコン本体側面」 
コン本体左側面」 


r パソ 


各部 Q 名称と働さ 
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ノくソコン本体ち側面 



スー パーマルチドライブ 

C □や DVD をセットします。 （•> P .3 吕) 



ユーエスビー 

USB コネクタく*^) 

プ U ンタなどの USB 規格の周辺機器を接続します。 


パソコン本体側面の各部の名称と^ 

働きについて、詳しい説明は次の^^を) 『画面で見るマニュァル』》「000280」で検索 
フー_ュ アルを' マ'' 費くだホい。 ' -「各部の名称と働き：バソコン本体側面」 一 「バソ 

コン 本体ち側面」 


12 鸟？說 I 0 f 日？厮►このマニュアルの卷頭でご案内しています。 




















































































































































^ 宜团因日团 B 国团 

パソコン本体背面 


盗難防止用□ック 
取り付け巧 （ fl ) 

盗難防止用ケーブルを 
接続しまず。 


アース端子 バンド通し巧 

テレビチューナー搭バソコン本体背面に接続した 
載機種の場合、添付ケープル類を結束した AC ア 
のアース線を接続しダプタのバンドを通します。 
ます。 （"►P.81) ド 


通風孔 

ノ（ソコン本体内部と外部の 
空気を交換して熱を逃びす 
ための開孔部です。 


コネクト 

CONNECT 

ボタン 

キーボードやマ 
ウスのI □情報を 
設定します。 



LAN コネクタ 

(點 

LAN ヶーブルを接続 
します。 （••►P. 已 8) 


DC - IN コネクタ 

(rrz) 

添付の AC アダプタを 
接続します。 

ま：テレビチューナー搭載機種のみ 


ユー エス ビー 

USB コネクタ 
(•^) 

プ1」ンタなどの US 日規格 
の周辺機器を接続します。 

アイト IJ プルイー 

IEEE 1394 ( DV ) 端子（歴里]) 

デジタルビデオカメラ （DVC) や IEEE1394 規格 
の周辺機器を接続します。 


アンテナ入力端子 
(地上デジタル） 

(i 也上デジタル）〔ミち] 

地上デジタル放送用の 
テレビアンテナと接続 
します。 (•>P.81) 


パソコン本体背面のさ部の名称と 
働さについて、詳しい説明は次 
マニュアルをご覧ください。 


ミ ♦ 



参照 


巧]『画面で見るマニュアル』》「日日日3日日」で検索 
-「各部の名称と働を：パソコン本体背面」 
















































































































































宜团因日团 B 圓目 

パソコン本体内部 



I 重巧 メモリ LU がの部品に輔れないでください 

バソコン本体内部のメモ IJL ツ列の部品、 CPU ファンやシステムファンのあには、絶対に手を軸れな 
いでください。故障の原因とな日まず。 


パソコン本体内部の各部の名称と^ eimm 

働きについて、詳しい説明は次の^^を) 『画面で見るマニュァル』》「0002日0」で検索 
フ^ ユ アル ホご营 ください。 / 一「各部のち称と働き：バソコン本体内部」 


H CTVi 画面で見る 

にュァル 


0 ►このマニュアルの卷頭でご案内しています。 


































































































































































—宜团因日团 B 国团 

卡—ル—1、 


半角/を角キー 

半角入力/全角入力を切り替えます。 
全角入力にすると、日本語を入力で 
さます。 

エスケープ 

Esc キー 

現在の作業を取り消します。 


音量調節ボタン 

パソコン本体の音量を 
調節します。（••►ドぶ目） 


パソコン電源ボタン （0) 

バソコ ン本体の電源を入れた0、 
休止状態にした0します。 
(•> P .2 日） 


ワンタッチボタン 

決め日れたソフトウエア 
をワンタッチで起動しま 
す。起動するソフトウエ 
アを変更することちでを 
ます。 （•> P .31) 




— C + , 

0=0 
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• ' Em I 


区] 
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囚 

囚 

因 

图 

图 


ゾール >二 a- > ズーム 9* -卜 

0 0 0 0 0 


域 


[Cu [囚[回[の I 


IL^ iz j Pj^j ILJjkjzi 


因因曰 □ □回 □ 因因□四 


曰 ipig 因]因 U U 〔口 ipi 図亡 J 


] 日阿り 


片 I ] [岡 J 陸)]〔…]ドおかの] 


因 


曰 


回 


因 


回 
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バックスペース 

Back Space キー 

マウスポインタの左側にある 
1文字を削除します。 

デ U - 卜 

r - Delete キー 

マウスポインタのち側にあ 
る1文字を削除します。 


エルシーディー 

^状態表示 LCD 

キーポードの電ミせ残量 
や、バソコンの巧態を 
表のします。 


[Back I 
[SpacsJ 


□國口[岡國因 P 


i ] h 1 m 囚阿因 


曰 


スぺース 

空白 （ Space ) キ- 

空白を入力します。 


を St 


Ff 町 I 




因 


じ江工 I 




IHaiLli I 
し画|| 


[hime 


回 


広 
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回の 


曰 




因 




曰 


吓; I ! K 


LJ 


つ 


つ 


I i 


J I 


テンキー 

数字や記号を入力します。 


Fn キー 

このキーを巧しなが6 ! I で囲まれたキー 
を押すと、それぞれのキーに割0当てられた 
機能を使用することびでさます。 


Shift キー 

幡函を押しなびら文字キーを巧すと、 
キーの上段に刻印されている文字や記号を 
入力でをます。 


エンター 

Enter キー 

入力した文字を確定した0、 
改行したりします。 


カーソル キー 

マウスポインタを上下左ちに移動します。 


キヤプス□ツク 

Caps Lock /英数キー 

怪 M を押しなびら に^^ を巧して、 

英大文字入力/ル文字入力を切り替えま 
す。 





























































































































































コネクト 

CONNECT ボタン 

キーボードののを設定します。 


電池ボックス 

キーボード巧の乾電池（アルカ I 」 
単3電池2本）を入れます。 


I 1 
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。謂 


□謂 
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0 口 〇 
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その他のキーや詳しい説明は次 
マニュアルをご覧 < ださい。 



巧]『画面で見るマニュアル』》「日日日22日」で検索 
-「各部の名称と働を：キーボード」 


1/ GCVi 画面で見る 

I 〇 にュァル 


0 ►このマニュアルの卷頭でご案内しています。 


















































































m 宜团因日团 B 国目^^^^^^^^^^^^^^^ 

Ij u モコン 


リモコンび添付されている機種のみ 

Windows び起動しているときのをな機能について説明しています。 


数字ボタン- 

テレビのチヤンネルや DVD-VIDEO 
のチャプターなどを指定します。 


i 


f バソコン S 面 

@ 

I ;肖音) [ a 551 


71 ■ンみレ 
/ベ-ジ 


厂1$¥~2ぶ〇を1 

1 4 ぶ I II 5 ホ II 6 ぶ 。I 
I 7 P 赢 II 8 品 ifgXI 

\ 10 II 11 II 12 I 



I メニュ -) frf デ -，I I サブだュ] 

® 感感® 


巧スキツフ_ * スキツフ 

fw ) 厂 1 {**\1 

ま戻し 再生 早ちり 

r«i r>M 

^巧国一時巧止巧止 

( 3 D QD 田 


FUJITSU 


メディアセンター 

Media Center ボタン 

[Windows Media Center [ウイン 
ドウズメディアセンター]」を起動 
します。 


テレビボタン 

[Windows Media Center 」 を起 
動し、テレビを見るソフトウェア 
び起動します。 


操作ボタン 

音楽 CD 、 DVD - VIDEO や録画した 
テレビ番組の再生などびで定ます。 


その他のボタンや詳しい説明は次 
のマニュアルをご覧ください。 




♦ミ 

マを 


『画面で見るマニュアル』》「000320」で検索 
「各部の名称と働さ：リモコン」 

『画面で見るマニュアル』》 I ■吕11340」で検索 


一 IT おずすめコンテンツメニュー」を活用しよラ」 

































Memo 
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電源を入れる/切る . 20 

音量を調節する . 29 

画面の明るさを調節する . 30 

ワンタッチボタンを使う . 31 

CD/DVD を使ラ . 32 

メモリーカードを使う . 39 

リ亡コンを使う . 44 

U モコンび添付されている機種のみ 

ワイヤレスキーボード/ワイヤレスマウスを使う . 48 

LAN 箱線 LAN ) 機能を使う . 日8 

無線 LAN 機能を使う . 60 

無線 LAN 搭載機種のみ 

Web カメラを使う . 62 

スタンドの高さを調節する . 64 



パソコンの取り巧い 


最初に確認していただをたいことと、使用上の注意事項などを説明しています。 


1234己色7 890 12 



















田 QQQ 因回 Q 囚 

電源を入れる/切る 


電源の入れちと切りちはとてち重要です。正しいち法を覚えて<ださい。 

A 注意 

A . ディスクをセットするとを、および取り出すとをには、 CD / DVD ドライブのス□ットに指 
などを入れないで<ださい。 

けびの原因となることびあります。 

0 ' 電源を入れた状態で持ち運んだり、衝撃や振動を与えたりしないでください。 

故障の原因となります。 


接続を確認する 


電源を入れる前に、ケーブル類び正しく接続されているか確認してください。 



っ〇 CfVi 画面でちる 

ZU にュァル 


0 ►このマニュアルの卷頭でご案内しています。 

















































電源を入れる 


0 


ここでは電源の入れ方のラち Windows を起動する方法を説明しています。 


[ kQ 電源を入れるとさの注意 

-電源を切った後は、なに電源を入れ直すまで1日秒ほどお 
待ちください。 

-パソコンに巧などのカバーをかけている場合は、必ずそれ 
5を完全に取0がしてか5電源を入れてください。パソコ 
ンの通風孔などが布などでふさびれたまま使用すると、パ 
ソコン内部に熱びこわ0、動作不良や本体カバーの変形び 
起きることびあります。 

-電源を入れた後は、手順4の画面び表示されるまでは電源 
を切らないでください。手順4の画面び表示される前に電 
源を切ると、パソコンの動作び不安定になります。 


駐 しば目く操作しないと 

電源を入れた状態でしばら <( 約已分間）操作しないと、動画（スク U —ンセーバー）び表示され 
たり、画面び真っ暗になった0することびありますび、電源び切れたわけではあ0ません。これはパ 
ソコンの省電力機能び働いている状態です。 

マウスを動かした D 、 キーボードの® m 〇 〇や fisM ] のどれかを巧した0すると、元の 
画面に戻0ます。 



1 パソコンに接続されている機器の電源を入れまず。 


2 AC アダプタびコンセントに接続されていない場合は、電源プラグを 
コンセントに差し込みまず。 














3 パソコン本体前面の(1)(電源）マークに触れまず。 


手袋や緋創冒などのない、素手で触れて < ださい。 

■パソコン本体前面 



(これ!;^降のイラストは機種や状況により異なります） 


電源ボタンが点灯し、画面にさまざまな文字などが表示されます。そのまま、しばらくお待ちく 
ださい。 


C?>oint 電源を入れるち法はいろいろありまず 


ワイヤレスキーボードやリモコンのパソコン電源ボタンでわ電源を入れることびでさます （ U モコンは U モコ 
ンび添付されている機種のみ)。 

■ワイヤレスキーボードの場合 ■リモコンの場合 


パソコン電源ボタン 




22 I D ►このマニュアルの巻頭でご案内しています。 





















































4 このような画面び表示されたことを確認しまず。 



(画面は機種や状況により異なります） 


f^oint Windows び起動しない場合 

電源を入れても Windows び起動しない場合は、次のマニュアルをご覧ください。 

G 『トラブル解決ガイド』 

一 「 Q & A 集」一「パソコンびおかしいとさの日 & A 集」一「起動/終了」 


電源を切る 


ここでは電源の切り方の5ち Windows を終了するち法を説明しています。 

このパソコンを使わないときは、 Windows を終了せずに r 待機状態」にしておくこともできま 
す。 r 待機状態」については、「パソコンを待機状態にする/復帰させる」 (•> P .27) をご覧くだ 
さい。 

巧 >oint 予約録画をずる場合（テレビチューナー搭載機種のみ) 

予約録画開始前は、電源を切らずに「待機態（スリープ)」にしてください。ス U — プにする方法について 
は、「パソコンを待機状態にする/復帰させる」(- > P .27) をご覧ください。 

I 作業中のデータを保巧し、ソフトウェアを終了しまず。 


ソフトウエアを起動したままでちこれしツ降の操作を進められますび、途中で作業中のデータを保 
存するか確認するメッセージび表示されることびあります。誤動作の原因となるので、あらかじ 
めデータをイ呆存した後、ソフトウエアを終了してください。 











2 CD や DVD などびセツトされていた5、パソコン本体前面の ±(CD/ 
DVD 取り出し）マークに軸れて取り出しまず。 


手袋や紳創冒などのない、素手で触れて< ださい。 

■パソコン 本体前面 



パソコンの電源を切ってしまラと、 CD や DVD などは取り出せません。 


j ©(スタート）をクリックしまず。 



(これ •U：! 降の画面は機種や状況により異なります） 


24 I D ►このマニュアルの巻頭でご案内しています。 



















u をクリックしまず。 


ずべてのプロクラム 



1 ユーヴーの切。皆え 【W) 1 

□クオフ (L) 

□ック仰 

巧础巧） 

i 

i 

、 1 

C シで’_:トタクン(川 




しばらくすると Windows が終了し、パソコン本体の電源が自動的に切れます（画面が暗くなり、 
パソコン本体の電源ボタンが消口します)。 




I 咖咖 

WWW 

团可勇 


パソ n ン©取り扱い 
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0 


oint 


リモコンの電源ボタンでも電源を切ることびできまず（リモコンび添付されてい 

る機種のみ） 


1. リモコンのパソコン電源ボタンを押します。 

「コンピュータの電源を切る」画面び表示されます。 

2. リモコンの<(左カーソル）ボタンまたは>(ち力ーソル）ボタンを押して「電源を切る」を選択し、決 
定ボタンを押します。 

電源び切れます（画面び暗くなり、電源ボタンび消灯します)。 



ミ央定ボタン 


ち力ーソル 
ボタン 


巧 >oint 電源び切れない場合 

マウスやキーボードび操作できないなど、電源を切る操作びできないと走は、次のマニュアルをご覧くださし、。 


G 『トラブル解決ガイド』 

一 「 Q & A 集」一「パソコンびおかしいとさの日 & A 集」一「起動/終了」 

それでち電源び切れないとさは、(；1)(電源）マークに4秒政上触れ続けて、強制的に電源を切ってください。 
電源を切った後、電源ボタンび消灯している（電源び切れている）ことを確認してください。電源ボタンび点 
滅しているときは、ス U — プ状態になっているた奴電源び切れていません。もラー度/^1)(電源）マークに4 
秒]上触れ続けて電源を切ってください。 


6パソコンに接続されている機器の電源を切りまず。 


26 志 I D ►このマニュアルの巻頭でご案内しています。 



















ノ くソコンを待機状態にする/復帰させる 


このパソコンを使わないとさは、パソコンの電源を切らずに待機状態にしておくと、なにパソコ 
ンを使ラとをにすぐに使い始めることびでをます。 

待機状態にはス1」ープと休止状態びあります。ご購入時には、「スリープ」に設定されています。 
ここでは、パソコンをス1」ープするち法と、ス1」ープから復帰する方法について説明します。 


0 


oint 次の場合はパソコンの電源を切ってください 

-バソコンを長期間使わないとさ 

-バソコンの動作び遅くなった D、 正常に動作しなくなったとを 
いったんバソコンの電源を切0、巧度電源を入れ直して<ださい。 
電源の切り方については、「電源を切る」 （•>P.23) をご覧ください。 


0 


oint 休止:!犬態にずるには 

Windows び起動しているときにバソコン本体前面の（1)(電源）マークに曲れると、パソコンび化止状態にな 
0ます。休止状態中は、電源ボタンび消阿します。 


0 


oint ス U —プとは 

バソコンの電源を切5ずに、作業中のデータなどをメモ1」に保をして、バソコンを待機状態にすることです。 
ス IJ ープ中は、メモ1」に保存したデータなどを保持するためにかしずつ電力をミ肖費しています。 


パソコンをスリープする 


◎(スター 卜） 


Iをクリックしまず C 


g み Windows 。レンダー 
^ Windows ミーテインクスべース 
FMV 画面で見る7ニユア J レ 


ずべてのプログラム 


コンピュータ 


ネツトフーク 


つシト□—ルパネル 


巧をのプ□グラム 


〜レブとヴポート 



(画面は機種や状況によ0異な0ます） 

パソコンがス U —プします。ス U —プ中は、電源ボタンが点滅します。 


パソ n ン《取り扱い 
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ス U —プか 6 復帰する 


1パソコン本体前面のの(電源）マークに触れまず。 

手袋や紳創冒などのない、素手で触れて< ださい。 

パソコンびス U —プから復帰（レジューム）します。 （1) (電源）マークは 4 砂な上触れ続けないで 
<ださい。パソコンの電源び切れてしまいます。 

巧 oint 復帰ずるとさは 

ス1」ープにした後、すぐに復帰（レジューム）しないでください。 

必ず、10秒な上たってか日復帰（レジューム）するよ5にしてください。 

ス U —プや体止状態については、なのマニュアルちご覧ください。 

省重力縦引こっぃて 

@ r ■画面で見るマニュアル』》「000410」で検索 
-「省電力機能を使5」 


28 志 I D ►このマニュアルの巻頭でご案内しています。 





田 qBB 因回 Q 因 

音量を調節する 


ここでは、キーボードの音量調節ボタンから音量を調節するち法について説明しま 
す。 

キーボードの音量調節ボタンは、 Windows び起動している場合に音量を調節でさ 
ます。 


1 キーボード上部にちる音■調節ボタンを押して、適切な音量に調節しま 
ず。 


ボ U ユームボタン（一）を押すとルさく、ボ1」ユームボタン （+) を押すと大さくなります。 
Mute [5 ユート](消音）ボタンを押すと音び消え、画面ち下の通知領域にある表示び由に変わ 
ります。もう一度押すと元の音量に戻り、表示もかに戻ります。 


ボ I 」 ユー ムボタン（一）ボ U ユー ムポタン （+ ) 





グ 



f 

-巧 + 

诚 


■ Mute (消音）ボタン 


|esc 1 

1 臣 ] 

1 F2 1 

1 口 1 

1 F4 1 


(イラストは機種や状況により異なります） 


音量を調節する方法はいろいろおります 

画面ち下の通知領域にあるり》（音量）など、他の方法でち音量を調節でさます。 

QMiH fli のでまで龍を iinirr る場合 

巧] 01面で見るマニュアル』》「000190」で検索 
-*■ 「音量を調節する」 


column 

































^ 田 B 日 B 因回 Q 囚 

画面の明るさを調節する 


ここでは、液晶ディスプレイの明るさを調節するち法について説明します。 
パソコン本体前面の明るさ調節ボタンで、液晶ディスプレイの明るさを変更するこ 
とびでさます。 


1 パソコン本体前面にある+ (暗一明）マークや一(明一暗）マークに 
触れて、適切な明るさに調節しまず。 

手袋や緋創冒などのない、素手で触れて < ださい。 

+ (暗一明）マークに触れると明るく、一（明一暗）マークに触れると暗くなります。 

■パソコン本体前面 



山± 


-+ (日音一明）マーク 

-(明一日音）マーク 


(イラストは機種や状況により異なります） 
明るさを調節中は、画面下部に明るさを示すインジケータび表示されます。 

巧が巧 邪) Tt - み、 

ikU □ 日 □ a a a a 


暗い 4 - > 明るい 



明るさの設定について 1 

Column 


明るさ調節ボタンで画面の明るさを設定してわ、パソコンを再起動したり、ス U —プか5復帰した場合 
は、変更前の明るさに戻ります。 

パソコンを再起動したり、省電力状態か5復帰した0した後わ設定を有効にしておさたい場合は、「電源 
オプシヨン」ウインドウで設定してください。 

詳しくは、次のマニュアルをご覧くださし、。 

画面の明るさの調節について 

を『画面で見るマニュアル』》「日日日18日」で検索 
-「液晶ディスプレイの明るさを変更する」 
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田 qBB 因回 Q 因 


ワンタッチボタンを使う 


ワンタッチボタンは、パソコンの各種機能を呼び出すためのボタンです。ボタンを 
押すだけでソフトウエアの起動や E メールの受信などび行えます。 



a ■メ ール 

メールソフトを起動しまず。 

b. インターネット 

「Internet Explorer [インターネットエクスプ □— ラ]」 

を起動します。 

C. メニユー 

「©メニュー」を起動します。 

d. ズーム 

「らくらくズーム」を起動します。 

Cj>oint r ユーザーアカウント制御」ウィンドウび表示された場合 

ワンタッチボタンを巧して「ユーヴーアカウント制御」ウィンドウび表示された場合は、「続行」をク U ック 
してください。「続行」び表示されずに「管理者アカウント」び表示されている場をは、そのアカウントのパ 
スワードを入力してから「日に」をクリックしてください。 

Q 网剖 ワンタッチボタンにつし、て 

@『画面で見るマニュアル』》「000330」で検索 
一「各部の名称と働さ：ワンタッチボタン」 

G 『トラブルお;夫ガイド』 

一「充実のサポート機能でをむ-快適」 


e . サポート 

- Windows 起動時 

「FMV サポートナビ」び起動し、 「Q&A」 や「日頃の 
メンテナンス」などのサポート機能を簡単に始めるこ 
とびでをます。 

•シャツトダウン時 

Windows び超動しないときにわ、 FA— ドウエア診断」 
や「マイ U カバ U」 などトラプル解決に役立つサポー 
卜機能を使うことびでをます。 

を：スリーフ中の場合には 「FMV サポートナビ」び起 
動します。 











































































































































































































































































































































—田 HBB 因回 Q 囚 

CD/DVD を使5 


このパソコンでできること 


このパソコンでは、 CD や DVD の読み出し和書を込みをしたり、音楽 CD や DVD - VIDEO を再 
生したり、書を込みを行ラことがでをます。 


詳し<は、次の マこュ アルを参照して<ださい。 


CD や DVD で楽しむ 


^『画面で見るマニュアル』 

一「カテコ ' U 別」一に〇 ■ DVD 」 



CD/DVD カテ 3 'iJ 
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のパソコンで使えるディスク/使えないディスク 


使えるディスク 

このパソコンでは、 12 cm の CD 和 DVD がお使いになれます。 8 cm の CD や DVD はお使い 
になれません。 

なお、 CD や DVD にはさまざまな種類があります。このパソコンでお使いになることのでさる 
CD 和 DVD は、次のとお0です。 



種別 

読みかたの例 

CD 

CD-ROM 

シーディー□ム 


CD-DA (音楽 CD) 

ソー テイ ー了イーエー 


フォト CD 

フォトシーディー 


ビデオ CD 

ビデオシーディー 


CD-R 

シーディーアール 


CD-RW 

シーディーアールダブル 
シーディーリライタブル 

DVD 

DVD-ROM 

ディーブイディー□ム 


DVD-VIDEO 

ディーブイディービデオ 


DVD-R 

ディーブイディーアール 
ディーブイディーマイナスアール 


DVD-R DL 

ディーブイディーアールダプルレイヤー 
ディーブイディーマイナスアールダプルレイヤー 


DVD-RW 

ディーブイディーアールダプル 
ディーブイディーマイナスアールダブル 


DVD+R 

ディーブイディープラスアール 


DVD+R DL 

ディーブイディープラスアールダブルレイヤー 


DVD+RW 

ディーブイディープラスアールダブル 


DVD-RAM ( 注） 

ディーブイディーラム 


を； DVD-RAM をお使いになる場合には、フオーマツトび必要です。 


このパソコンの CD / DVD ドライブの読み込み/書さ込み/書を換え速度については、「パソコン 
本体の仕様」 （ホ P .14 日）をご覧ください。 

I 重巧 DVD-RAM について 

. 力ート U ツジなしタイプまたは力ート U ツジからディスクび取り出せるタイプをご購入ください。 

力—卜 IJ ツジに入れた状態で使用するタイプ （Typel) は使用でさません。また、無理に取0出 
して使わないでください。 

- 2.目 GB および已 .2GB のディスクは、使用でさません。 

- DVD-RAM2 (12 倍速/1日倍速）は、使用できません。 


パソ n ン《取り扱い 
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推奨ディスク （ 2008 年巨月現在) 


なのディスクの使用を巧奨します。 

下記かのディスクをお使いの場合は、書を込み/書を換え連度び低下することびあります。ま 
た、正常に書を込み/書を換えびでさない場合や再生でさない場合びあります。 


ディスク 

メーカー 

；>(一力一型名 

CD-R 

太陽誘電 （ That ' s ) 

CDR 80 WTY 、 CDR 80 WPY 

CD-RW 

兰菱化学 X ディア 

SW 74 QU 1、 SW 80 QU 1、 SW 74 EU 1、 SW 80 EU 1 

DVD-R 

太陽誘電 （ That ' s ) 

DR -47 WTYN 、 DR -47 WTY 10 SA 

DVD-R DL 

王菱化学メディア 

DHR 8 已 m 

DVD-RW 

王菱化学メディア 

DHW 47 R 1 

DVD+R 

太陽誘電 （ That ' s ) 

DR +47 WTYN 

王菱化学 X ディア 

DTR 47 J 10 

DVD+R DL 

王菱化学メディア 

DTR 8 已 HI 

DVD+RW 

王菱化学メディア 

DTW 47 U 1 

DVD-RAM 

松下電器 

LM - HC 47 M (4.7 G 目、力ート U ツジ無)、 

LM - HB 47 MA (4.7 G 目、カート U ツジ有、取り出し巧)、 
LM - HB 94 M (日. 4 G 目、カート U ツジ有、取り出し巧） 

日立7クセル 

DRM 47 PWC . S 1 P A (4.7 G 目、力ート U ツジ無)、 
DRMCg 4 C.lP (日. 4 G 目、力ート U ツジ有、取り出し巧)、 
DRM 120 C .1 P A (4.7 G 目、力ート U ツジ無)、 

DRMC 24 日 C .1 P A (日. 4 G 目、力ート U ツジ有、取り出し巧） 


34 D ►このマニュアルの巻頭でご案内しています。 
















使えないディスク 

次のディスクはお使いにならないでください。 

• 円形し U 外の異形ディスク（星型和カード型などの変形ディスク） 

このパソコンは円おのディスクのみお使いになれます。 

円形！;!がの異形ディスクをお使いになると故障する場合びあります。 

異おディスクをお使いになり故障した場合は保証の対象外となります。 

• 規格外の厚さの DVD 媒体 

DVD 規格では媒体の厚さを 1.14 mm 〜1.已 mm と規定しています。 

記録面が薄い媒体など、一部でちこの範囲外の厚さになっている媒体をお使いになると故障する場合 
があ0ます。 

規格外の DVD 媒体をお使いにな0故障した場含は保証の対象外となります。 

•市販のク U —ニングディスク、レンズク U —ナー 
市販のク U —ニングディスク、レンズク U —ナーをお使いになると、をにコ‘ミを集めてしまし、 CD / 
DVD ドライブのレンズがミちれてしまラ場含びありますので、お使いにならないでください。 

• 中必に巧のあいていないディスク 
•傷またはヒビの入ったディスク 

傷またはヒビの入ったディスクをお使いになるとドライブ内で破損する場合があります。 

0 oint 8 cm のディスクについて 

8 cm のディスクはお使いにな5ないでくださし、。 

8 cm のディスクなど、このパソコンで使えないディスクをお使いになると、パソコン本体び故障することび 
あります。このよラな場合は保証の対象外のため、有償修理となります。 

Q ta 就 この A ‘ソコンで(まえるディスクや使えないディスクにつし、て 

を） 『画面で見るマニュアル』》「000050」で検索 
一「使えるディスクと対応ソフトウェア」 


パソ n ン《取り扱い 
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ディスクをセツトする 


ディスクは、パソコンの電源び入つている状態のとをにセツトでさます。 


A ミ主意 


A •ディスクをセットするとを、および取り出すとをには、 CD / DVD ドライブのス□ツトに指 
などを入れないで<ださい。 

けびの原因となることびあります。 


1パソコンにディスクをセットしまず。 


パソコン本体を左ちに回転すると、操作しやすくなります。 

ディスクのレーベル面をパソコン本体前面側に（両面タイプの DVD - RAM の場合は、データの 
読み取り/書を込みを行5面をパソコン本体背面側に）して、スロットに差し込みます。 



八ードディスク/ CD アクセスランプ 
(イラストは機種や状況により異なります） 

ディスクびセットされ、八ードディスク / CD アクセスランプび点滅します。八ードディスク/ 
CD アクセスランプび消灯したことを確認してから、なの操作に進んでください。 

ディスクによっては、セットすると自動的に起動するちのもあります。 

巧 oint セットずるとをの注意 

ディスクをセットするとをは、ディスクを垂直にしてス□ットにまっすぐに差し込んでください。ディスクび 
ス□ットにまっすぐに入5ないと、ディスクに傷びついたり、パソコン本体び故障することびあります。 


36 ►このマニュアルの巻頭でご案内しています。 













J 「自動再生」ウィンドウが表示された場台は、次のどち5かの操作をし 

之まず。 


-すでにソフトウェアが起動している場合は、@をク U ックします。 

-ソフトウェアが起動していない場合は、表示されている項目の一覧で使いたいソフトウェアを 
ク U ックします。 


ゴ'占巨動ち生 ぶ白口 g 

- DVD RW ドライブ fE:) Audio CD 

3 < 


图才ーデイブ CD に対しては荀こ巧の勤けを巧う： 


マーデイオ CD のオプション 

a オーディオ CD のち生 

-Windows Media PI がが ほ用 

a CD から音黑を巧りをむ 

-Windows Media PI が erf ま用 

トディオ CD の再を 
-Windows Media Center ほ用 

オーデイオ CD の再を 
-WinDVD for FUJITSU ほ用 

ファイルをち加 

-Roxio Central Data ほ用 

の CD を〕ピー 

-Roxio Central Copy ■ほ巧 

ク% ] シピレーンわのを巧巧 
'Roxio Central Audio 巧ち 

全胺のオプション 

コントロ ー/しパネんで宜か西ホの巧す ホ完ぞします 


ソフトウエアび起動している場合は 
ここをクリック。 


使いたいソフトウエアをクリック。 


(画面は機種や状況により異なります） 




ディスクを取り出す 


ディスクは、 Windows が起動している場合に取り出すことがでをます。 

A ミ主意 

A - ディスクをセットするとき、および取り出すとをには、 CD / DVD ドライブのス□ットに指 
などを入れないで<ださい。 

けがの原因となることがあります。 


1 ディスクを使っているソフトウェアびあれば、終了しまず。 


2 ハードディスク/ CD アクセスランプび消：打していることを確認し、 
パソコン本体前面の全に D/DVD 取り出し）マークに触れまず。 

手袋や緋創冒などのない、素手で触れて< ださい。 

ディスクび少し出てをます。 

J ディスクを取り出しまず。 


パソコン本体を左ちに回転すると、操作しやすくなります。 

ディスクは、ディスクの中央の巧と端を指で持って取り出すことをお勧めします。 
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田 qBB 因回 Q 因 

メモ U —カードを使う 


ここでは、このパソコンでお使いになれるメモ U —カードの種類や、メモ U —力一 
ドのセットち法、および取り出しち法について説明しています。 

SD メモ U - 力ードやメモ U - スティックを総称して、メモ U - 力ードと呼んでい 
ます。 


メモリーカードをお使いになるラえでの注意 


メモ U —力ードをお使いになるとをは、なの点にご注意ください。 

•メモ U - スティック Duo 、 メモ U - スティック PRO Duo 、 min 旧 D 力ード、または microSD 
カードをお使いの場合は、必ずアダプタにセットしてからお使いください。そのまま挿入する 
と、メモ U —カードび取り出せなくなります。 

また、メモ U - 力ードを取り出す場合は、必ずアダプタにセットしたまま取り出してください。 
アダプタだけをダイレクト-メモ U —ス□ットに残すと、故障の原因となります。 


メモ U —スティック Duo アダプタ 



メモ IJ — スティック PRO Duo 


• メモ U —スティック Duo アダプタは、塗装部分び剥びれた状態では使用しないでください。ダ 
イレクト•メモ U - スロット内部の端子び接触し、メモ U - スティック Duo またはメモ U - ス 
ティック PRO Duo を認識しなかったり、故障の原因となります。 

また、剥びれた塗装部分などにテープなどを貼って使用することちしないでください。アダプ 
夕び取り出せなくなる場合びあります。 

•min 旧 D カードのアダプタには、裏面の中央部から端子び露出している製品びありますび、こ 
のタイプのアダプタは使用しないでください。ダイレクト-メモ U —スロット内部の端テび接 
触し、故障の原因となる場合びあります。 

miniSD カードのアダプタは、裏面中央部から端テび露出していない製品をご利用ください。 

X (pnD0000) o^praffl 

I DODd [jDDDD 1) I 



端子が露出している 














使えるメモリーカー 


マジックゲート機能び必要なデータの記録/再生はでさません。 

マルチメディアカード、セキュアマルチ:><ディアカードには対応していません。 

SD メモリーカード、 min 芭 D カード、 microSD カード、 SDHC 力ードは、著作権保護機能 （CPRM [シーピー 
アールエム ]) に対応しています。 

2 GB を超える SD メモリーカードには対応していません。 2 GB を超える場含は、 SDHC カードをお使いくださし、。 


ダイレクト•メモ U - ス□ットは、デジタルカメラなどに使われているメモ U - 力ードに直接デー 
夕を読み書さするためのス□ットです。 

ダイレクト-メモ U —ス□ットが対応しているメモ U —カードは次のとおりです。 

なお、すべてのメモ U —カードの動作を保証するをのではありません。 


Mem 口 ryStick し/主 1 J 

證 〔注幻 

- ><モ11ースティック 

- メモ U — スティック 
(メモ U —セレクト機能付） 

-メモ U — スティック Duo 

- ><モ11ースティック PRO 

- メモ U — スティック PRO Duo 

- SD メモ U — カード 

- min 陌 D カード 

7イク□エスデイー 

- microSD カード 

エスデイーエイチシー 

- SDHC 力ード 


ゾモリーカードをセツトする/取り出す 


A ミ主意 

A - メモ U —カードをセットまたは取り出す場含は、ダイレクト-><モリース□ットに指などを 
入れないで < ださい。 

けがの原因となることびあります。 

0 - 取り外したメモ U —カードは小さいお子様の手の届かないところに置いてください。 

お子様び□に入れたり、誤って飲み込むとけびや窒息の原因となります。万一、飲み込んだ 
場合は、すぐに医師に相談してください。 


胃0 メモリーカードをお使いになるときの注意 

-メモリーカードや記録されているデータの取0扱いについては、メモ U — カードや周辺機器のマ 
ニュアルをご覧ください。 

-メモリーカードをデジタルカメラなどで使っている場含は、お使いの機器でフォーマットしてくだ 
さし' i。Windows でフォーマットすると、デジタルカ方ラなどでメモ U —カードび使えなくなりま 
す。デジタルカラなどでのフォーマットの方法については、お使いの機器のマニュアルをご覧く 
ださい。 

-テレビ番組の視聴中や録画中または録画予約の待機中は、メモリーカードのセットや取り出しを巧 
わないでください。（テレビチューナー搭載機種のみ） 


12 
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40 を輕說 


0 ►このマニュアルの卷頭でご案内しています。 







メモ u — カードをセットする 

■ メモリーカードをダイレクト•メモリース□ットにセットしまず。 

パソコン本体を左ちに回転すると、操作し和すくなります。 



※製品名のある面をパソコン本体前面側にして、まっすぐにセツ ト します。 

《 SD メモ U —力ードと方モ U —ステイツクを同時に使用することはでをません。 


パソ n ン©取り扱い 
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み oint r マイフォト」について 

このバソコンには画像表示ソフトウエア「マイフォト」び添付されています。メモ1」ーカードをバソコン本体 
のダイレクト•メモ IJ — ス□ットにセットすると、「マイフォト」び起動する場合びあります。 

メモ IJ — 力ードをダイレクト•メモ U — ス□ットにセットした場合に「マイフォト」を起動しないよ5にする 
には、「マイフォト」のメニュー画面の「設定」ボタンをク IJ ックして、「メモ1」一力ード挿入時にこのソフト 
を自動起動する」の「しない」の©を♦にして、「適用」ボタンをク U ックします。 



「マイフォト」について、詳しくは次のマニュアルをご覧ください。 

Qiaiin 「7イフす卜」について 

を）『画面で見るマニュアル』》「210750」で検索 
-「マイフォト」 


メモリーカードを取り出す 


I メモリーカードにアクセスしていないことを確認しまず。 

ファイルのコピー、移動、削除などび終了していることを確認してください。 

2 画面ち下の通知領域にある fe ( A - ドウエアの安全な取りタル）を 
クリックしまず。 

メモ U - 力ードによっては 、 fc (八ードウエアのま全な取り外し）び表示されないちのもありま 
す。アイコンび表示されない場合には、メモ U - 力ードのマニュアルをご覽になり、確認してく 
ださい。 

J 「 nnn をま全に取りがしまず」をクリックしまず。 

nnn にはお使いのメモ U —カードの名称が表示されます。 


42 I D ►このマニュアルの巻頭でご案内しています。 

























み oint メッセージび 表示された場合 

「デバイス’ミ凡用ボリューム’をろ停止できません。後でデバイスの停止をも5—度実行してください。」とし、 
ラメッセージび表示された場合は、 「0 K 」 をク IJ ックし、メモ IJ — カードにアクセスしていないことを確認 
してか5、ちラー度手順2占、5やり直してください。 

4 「 A — ドウエアの取りタル」というメッセージび表示されたら、メモリー 

^ 

パソコン本体を左ちに回転すると、操作しやすくなります。 

メモ U —カードを一度押すと、少し飛び出します。 



飛び出したメモ1」一力ードを弓 I を抜をます。 

[ato メモリーカードを取り出ずときの注意 

-ダイレクト•メモリース□ットか日メモ U - 力ードを取り出す場合は、メモ U — 力ードを強く押さ 
ないでください。指を離したとをメモリーカードび飛び出し、紛失したり、衝撃で破損したりする 
おそれびあります。 

また、メモリーカードを引を抜くとさは、ひねったり斜めに引いたりして、メモ U —カードに無理 
な力びかからないよラにして < ださい。 

-メモリーカードを取り出すとさは、ダイレクト•メモリース□ットを人に向けたり、顔を近づけた 
りしないでください。メモ U —カードび飛び出して、思ね城けびをするおそれびあ 0 ます。 


メモ U —カードについては、なのマこュアルちご覧ください。 


メモリ-力-ドについて 

を1 『画面で見るマニュアル』》「000700」で検索 
一「メモ1」ーカードを使5」 


パソ n ン©取り扱い 


43 






















田 QQQ 因回 Q 囚 

U モコンを使う 


リモコンび添付されている機種のみ 

ここでは、 U モコンをお使いになる際のミ主意事項や乾電池の交換ち法について説明 
しています。 

添付のリモコンを使用してください 

このバソコンに添付の U モコンを巧用して操作してください。 


U モコンについて 


1」モコンではなの操作びでをます。 

•テレビを見る 
• DVD を見る 
•音楽を聞く 


詳しくは、なのマニュア J レを参照してください。 

〇固互操作口ぃて 

巧1 『画面で見るマニュアル』 

一「4.バソコンでできること」 

〇固固リモコンの辅 15 ち細こついて 

を『画面で見るマニュアル』》「000320」で検索 
-「各部の名称と働走：リモコン」 


44 を輕說 


0 ►このマニュアルの卷頭でご案内しています。 





u モコンをお使いになる場合の注意 


1」モコンをお使いになる場合は、なの点にごま意ください。 

• 1」モコンをお使いになる場合には、「1」モコンマネージャー」び起動している化要びあります。 
画面ち下の通知領域に11(1」モコンマネージャー)び表示されているか、確認してください。 

• 信号び受けやすいよラに、1」モコンをパソコン本体の受光部に向けてください。 

•パソコン本体の受光部と U モコンの間に障害物びない場抓こ設置してください。 

• 直射日光などの強い光びあたる場所での使用は避けて<ださい。使用距離び短<なる場合びあ 
0ます。 

• 1」モコンをプラズマディスプレイ/プラズマテレビ/八□ゲンヒーターなどの近くでお使いに 
なると、1」モコンび正常に動作しないことびあります。これはプラズマディスプレイ/プラズ 
マテレビ/八ロゲンヒーターなどから放射される赤が線により、1」モコンとパソコン本体の受 
光部との通信び巧害されるために起こる現象です。 

このよラなとさは、パソコン本体またはプラズマディスプレイ/プラズマテレビ/八□ゲン 
ヒーターなどの設置場所を変更して < ださい。 

Qtaitfi 「リモコンマネ-ジャ-」について 

巧1『画面で見るマニュアル』》「200890」で検索 
一 「IJ モコンマネージャー」 



モコンに乾電池を入れる 




A 警告 

〇 


〇 


乾電池を機器に入れる場合は、+ (プラス）と一（マイナス）の向さにミち意し、表示どおり 
に入れてください。 

間違えると電池の破裂-液漏れ-発火の原因となります。 

充電式電池はお使いにならないでください。 

充分な機能-性能で動作しない場合びあったり、電池寿命び極端に短<なった0します。 
また、故障の原因となる場合があります。 


A ミ主意 

〇 
〇 


電池ボックスに金属物を入れたり、落としたりしないでください。 

故障の原因となることびあります。 

使い切って寿命のな<なった乾電池はすぐに取り出して<ださい。電池の液漏れなどの原因 
となることびあります。 


使用済み乾電池を充電して使用しないでください。 
液漏れ、破裂の原因になります。 


パソ n ン《取り扱い 
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(^ o\nt 添付されている乾電池は早めに交換してください 

ご購入時に添付されている乾電池は初期動作確認用です。すぐに寿命に達する場合びありますので、お早奴に 
新しい乾電池に交換してください。 

1 リモコンを裏返して電池ボックスのふたを開けまず。 



2 乾電池の+ (プラス）と一(マイナス）の向きを確かめてか5添付の 
マンガン乾電池（吕本セット）を入れまず。 



j 電池ボックスのふたを閉めまず。 



46 志 I D ►このマニュアルの巻頭でご案内しています。 






ノ くソコン本体のリモコン受光部使用可能範囲 


水平約30° (左ち共） 



ぐ /^^正面で約 


7 m 


mu 


CD 口 
:]ロロ 

'浸' 


垂直上 3 cr 下 3 cr 
受光部 



止面で約 /m 


(イラストは機種や状況により異なります） 



パソ n ンの取り扱い 
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ン I の I 取 I り I 扱 I し、 


ワイヤレス丰ーボード/ワイ 
ヤレスマウスを使う 


ここでは、ワイヤレスキーボード/ワイヤレスマウスの ID を設定するち法などを 
説明します。 


使用に適した配置 


ワイヤレスキーボードやワイヤレスマウスは、無線でパソコンに信号を送ります。 
信号を受けるキーボード/マウスアンテナは、パソコン本体に搭載されています。 
ワイヤレスキーボードおよびワイヤレスマウスは、なのよ5な場所でお使いください。 

• 机の上など平らでま定した場所 

•パソコン本体と同じ<らいの高さで、操作に充分なスペースび取れる場所 
•パソコン本体から最大 10 m (3 m し U 内を推奨)、左ち約4已度の範囲 



48 D ►このマニュアルの巻頭でご案内しています。 














33 使いになるとをの注意事項 


このパソコンに添付されているワイヤレスキーボードとワイヤレスマウスを使ラとさの注意事項 
について説明します。 

•次のよラな環境では、周囲からの電波を受けて、ワイヤレスキーボード/ワイヤレスマウスが 
ラま<動作しないことがあります。設置場所を変えるなど、通信の妨げとなる原因を取り除い 
て < ださい。 

-ワイヤレスキーボード/ワイヤレスマウスの送信部とキーボード/マウスアンテナとの距離が離 
れすぎている場含 

-パソコン本体とワイヤレスキーボード/ワイヤレスマウスの間に、電気■電子機器や金属製のちの 
を置いている場含 

-パソコン本体をスチール机やスチール棚のよラな金属製の台の上に載せている場合 
■周囲でノイズ源となる電気•電子機器（無線機器を含む）を使用している場含 
■パソコン本体周辺に金属製の物（スチール製の机、金属部分がある机）びある場含 
-周囲にこのパソコンと同じ周波数の電波を使用している機器びある場含 
(パソコンを複数台でお使いの場含や、周囲でラジコンや無線機をお使いの場含、または無線局の 
近隣でお使いの場合など） 

-パソコン本体を電子レンジの近くに置いている場合 

-ワイヤレスキーボード/ワイヤレスマウスを使用したパソコンを近くで使用している場含 
•ワイヤレスキーボードは、電池の消耗を抑えるため、キーを押さない状態が約1日分続<と、 
状態表示 LCD [エルシーディー]に何ち表示されなくなり、ス U —プモードに入ります。ス 
U —プモードから復帰する際、最初に押したキーが無効になることがありますが、これは故障 
ではありません。ちラー度、最初に押したキーを押してください。 

• 必ず1 . sv のアルカリ巧電池をお使いくだをい。 

マンガン乾電池、充電式電池などは、お使いにならないでください。充分な機能•性能で動作しない 
場合があったり、電池寿命び極端に短<なったりします。また故障の原因となる場含びあります。 
•ご購入時に添付をれている乾電池は初期動作確認用でず。 

すぐに寿命に達する場含びありますので、お早めに新しい乾電池に交換してください。 

•巧電池の寿命の目まは、ち曰 3.5 時間の使用で、ワイヤレスキーボードは約6ヶ月、ワイヤレ 
スマウスは約3ヶ月でず。 

ただし、使用状況によっては、この期間に満たないで寿命に達する場合びあります。 

乾電池の交換時には、市販の単3型アルカ U 乾電池2本をご使用<ださい。 

• パソコンを操作していないときは、なるべく動かさないよラにしてくだをい。 

パソコン本体の電源び入っていなくてち、ワイヤレスキーボードやワイヤレスマウスが動作している 
と乾電池び消費されます。また、ワイヤレスキーボードやワイヤレスマウスの上に物を載せたままに 
しないようにごを意ください。 

-長期間使用しないときは、巧電池を取り出してください。 

ワイヤレスキーボードおよびワイヤレスマウスを使用せずに放置していてち、乾電池び消費されま 
す。長期間使用しないとさは、乾電池を取り出してください。 


パソ n ン《取り扱い 
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ワイヤレスマウスの乾電池の消耗を抑えるためには 1 

column 


ワイヤレスマウスを使用しないとさは、ステータスランプび消灯するまで約1秒間電源ボタンを押し、 
電源を切っておくことをお勧めします。乾電池の消耗を抑えることびでをます。 


ステータス ランプ 


電源ボタン 


• ワイヤレスキーボードのを電池の消耗が態は、ワイヤレスキーボードのげ態表示 LCD に表示 
をれるインジケータをご覧<ださい。消耗している場をはお早めに新しい巧電池に交巧して< 
だをい{表示は目安でず)。 

ワイヤレスキーボードの乾電池び完全に消耗している場合は、状態表示 LCD には何ち表示されませ 
ん>。 




電池残量表示（ワイヤレスキーボード）〔ま〕 

ワイヤレスキーボードの乾電池の消耗状態を表示します。 

正常に使用でさまず。 


(fifj または ( Qm 

曰 

仁 


動作び不安定になる場合びあります。 


:新しい乾電池に交換してください。 


ま：ワイヤレスキーボードの乾電池び完全に消耗している場合は、状態表示 
LCD には何ち表示されません。 


— り + が X— ル イ W- か卜 > 二 a— ズーム 9度ート 

0=0 〇 0 0 0 0 0 ® 
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• ワイヤレスマウスの巧電池の消耗が態は、ワイヤレスマウスの電池消耗ランプをご覽ください。 
消耗している場合はお早めに巧しいを電池に交換して<だをい{表示は目までず)。 

ワイヤレスマウスの乾電池が消耗している場合は、電池消耗ランプが赤色に点滅します。 



電池消耗ランプ 


50 I 0 ►このマニュアルの巻頭でご案内しています。 



































































































































乾電池を交換する 



A 注意 

0 - 電池ボックスに金属物を入れたり、落としたりしないでください。 

故障の原因となることびあります。 

0 - 新しい乾電池とちい乾電池を混ぜて使用せずに、2本の新品乾電池と交換してください。 
乾電池の液漏れや破裂等により、けびや周囲をミち損する原因となることびあります。 

0 - 使い切って寿命のなくなった乾電池はすぐに取り出してください。電池の液漏れなどの原因 
となることびあります。 

0 - 使用;きみ乾電池を充電して使用しないでください。 

液漏れ、破裂の原因になります。 


1 ワイヤレスキーボードとワイヤレスマウス（光ぎ式）の電池ボックスの 
ふたを開け、アルカリ乾電池を吕本ずつ入れまず。 

ワイヤレスキーボードは、裏返して電池ボックスのふたを開けます。 

乾電池を入れるとをには、キーボードのキーやマウスのボタンを押さないよラに注意してくださ 
い。正常に動作しなくなる場合びあります。 

■ワイヤレスキーボード ■ワイヤレスマウス（光学式） 



ワイヤレスマウスは、乾電池を入れたとさに電池消耗ランプび約10砂間緑色に点なします。 

ム電池ボックスのふたを閉めまず。 

Cj > oint 乾電池の使用推奨期限を巧詔してください 

乾電池び使用推契期限を過ぎていないか、確認してお使いください。 






Id 設定をする 


このパソコンに添付されているワイヤレスキーボードおよびワイヤレスマウスの ID 設定方法につ 
いて説明します。 ID 設定は、ワイヤレスキーボード/ワイヤレスマウスび使えなくなった場合や、 
周囲や近隣で複数台のパソコンを使っていて誤動作する場合に行って<ださい。通常は設定のお 
要はあ0ません。 

のは、ワイヤレスキーボード/ワイヤレスマウスの電波の混信や誤動作を避けるため、巧となつ 
ているパソコン本体との間でしかワイヤレスキーボード/ワイヤレスマウスび動作しないよラに 
設定する識別子です。 

また、ワイヤレスキーボードとワイヤレスマウスは、それぞれ固有の ID を使用しているため、 
別々に設定び必要です。 


[ k ^ の設定をずるときのを意 

-なのマニュアルをご覧になり、パソコンを設置している環境を確認してください。 

り^^^ 

Q 『安むしてお使いいただくために』 

0『スタートガイド1設置編』 

-パソコンの電源を入れた状態で設定してください。パソコンの電源び入っていないときや、省電力 
機能び働いていると走は設定ずることはでさません。 

-乾電池の交撰などで乾電池を抜いてわ、ワイヤレスキーボード/ワイヤレスマウスの ID 設定値は 
保持されます。再設定ずる必要はあ0ません。 

- I □設定を行ラ場合は、ワイヤレスキーボードとワイヤレスマウス両方の設定を行ってください。 


52 I 0 f ►このマニュアルの巻頭でご案内しています。 




ワイヤレスキーボードの ID 設定をする 

1 パソコン本体背面の CONNECT [コネクト]ボタンの位置を確認して 
おをまず。 

CONNECT ボタンはまだ押さないでください。 

■パソコン 本体背面 



2 ワイヤレスキーボード裏面の CONNECT ボタンを指で1回押し、 
ずぐに離しまず。 

CONNECT ボタンを押す際は、キーボードの他のキーを押さないよラにごま意ください。 


CONNECT ボタン 
おで巧しにくい場合は、 
細い棒状のちので 
CONNECT ボタンの 
中央を巧してください。 


キーボード上面の状態表示 LCD のすベてのアイコンび点なし、設定モードに入ります。 



パソ n ン©取り扱い 
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3 キーボードの CONNECT ボタンを押してか5約10秒内に、パソコ 
ン本体の CONNECT ボタンを1回押しまず。 

CONNECT ボタンを押すと「カチッ」という感触びあります。「カチッ」という感触びなし偏合 
は、もう一度 CONNECT ボタンを押してください。 

■パソコン本体背面 



キーボード上面の状態表示 LCD び数回点滅した後、 ID び自動的に設定されます。 

4ワイヤレスキーボードを操作しまず。 


ワイヤレスキーボードの g などを押して正常に動作すれば設定完了です。キーボードび正常に 
動作しない場合は、一度乾電池を出し入れし、手順2からを5—度設定を行ってください。 


続いて、ワイヤレスマウスの I □設定を行いましよラ。 


54 D ►このマニュアルの巻頭でご案内しています。 

















ワイヤレス 7 ウスの ID 設定をする 

k パソコン本体背面の CONNECT ボタンの位置を確認しておきまず。 

C 日 NNECT ボタンはまだ押さないでください。 

■パソコン本体背面 



(これ於降のイラストは機種や状況により異なります） 


ム ワイヤレスマウス裏面の CONNECT ボタンを指で1秒 L ソ上押しまず。 


C 日 NNECT ボタンを押す際は、マウスの他のボタンを押さないよラにご注意ください。 



マウスの裏面にあるステータスランプび緑色に点滅し、設定モードに入ります。 


パソ n ン©取り扱い 
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3 ワイヤレスマウスの CONNECT ボタンを巧してか5約10秒内に、 
パソコン本体の CONNECT ボタンを1回巧しまず。 


CONNECT ボタンを押すと「カチッ」という感触びあります。「カチッ」という感触びなし偏合 
は、もう一度 CONNECT ボタンを押してください。 

■パソコン本体背面 



ワイヤレスマウス裏面のステータスランプの点滅び停止し、 ID び自動的に設定されます。 

4ワイヤレスマウスを操作しまず。 


マウスを動かし、正常にマウスポインタび動けば設定完了です。 

巧 oint 正常に動作しない場合 

-一度乾電池を出し入れし、手順2か5わラー度設定を行ってください。 

- C 日 NNECT ボタンを押した後に、ステータスランプの点滅び続く場合は、 ID の設定び正しくでをていませ 
ん。点滅び終わるまで約1日秒間待ち、手順2か5わラー度設定を行ってください。 
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光学式マウスについて 


光学式マウスには、裏面に光学式読み取りセンサーび付いています。マウスを机の上などですベ 
らせると、マウス裏面から出された赤外線の陰影を光学式センサーで検知し、画面のマウスポイ 
ンタび動くよラになっています。 


0 



読み取0センサー 


oint 赤外線について 

マウスの移動検巧に赤列線を使用していまず。赤列線は目に見えない光のため、赤く光0ません。 


光ぎ式マウスをお使いになるラえでのミち意事項 


光学式マウスは、机の上だけでなく、紙の上などでちお使いになることびでをますび、なのよラ 
なをのの表面では正しく動作しない場合びあります。 

•鏡やガラスなど、反射しやすいをの 
• 光ミ尺びあるちの 

• 濃淡のはっさりした搞模様や柄のちの（木目調など） 

• 網点の印刷物など、同じパターンび連続しているちの 

光学式センサーは机などと接触せずにマウスの動をを検知しているため、特にマウスパッドなど 
の必要はありませんび、マウス本体は机などと接触しているため、傷び付をやすい机やテーブル 
の上では、マウスパッドなどをお使いになることをお勧めします。 
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參因回 Q 区 

rjLAN 箱^ 


有線 LAN) 機能を使う 


LAN [ラン]佑線 LAN ) 機能を使うための、 LAN コネクタについて説明します。 
ここでは、をにインターネットに接続する場合を例に説明します。 


このパソコンの LAN 機能 


このパソコンでは、次のちのが標準で準備されています。 


• LAN コネクタ （ LAN ケーブル巧） 

1000目 ASE-T [ベーステイー]/ 100 BASE-TX [ベーステイーエツクス] / lOBASE - T 準拠 


インターネットを使ラとさの接続例 


次のイラストは、パソコンとブ□ー ドバンドモデムを LAN ケーブルで接続している一例です。 
ネットワークの形態によって使用する機器が異なりますので、ネットワークに合ったものをご購 
入 < ださい。 


インターネット 



ネットワークの種類和し<みについては、なのマこュアルをご覧<ださい。 

ネットワ-クの種類やしくみについて 

を！『画面で見るマニュアル』》「4]己日4日」で検索 
一「ネットワークの種類やしくみ」 


广〇 rcVi 画面で見る 

30 マニュアル 


0 ►このマニュアルの卷頭でご案内しています。 

















LAN (有線 LAN ) をお使いになる場合 


LAN (有線 LAN ) をお使いになる場合に必要なちのなどを説明します。 

ここでは、ブ□ー ドバンドインターネットにパソコンを接続する例を説明します。 


化要なをのを用意する 

このパソコンの他に、次のちのが必要です。 


•ブ□ードバンドモデム 

ADSL モデム、ケーブルモデムなど、インターネットの回線や、プ□バイダにより異なります。 

•ルーター 

異なるネットワーク間の中継点に設置して、ネットワークの中を流れるデータををちんと目的の場所 
(パソコンやプ U ンタなど）に届けるための機器です。 

一般的には、 LAN と外部のネットワーク（インターネット）を結ぶために使われます。 

複数台のパソコンを接続する場含は必要です。ブ□ー ドバンドモデムに搭載されている場含ちありま 
す。 

なお、1000 BASE - T の通信を巧うためには、1000目 ASE - T に対応したものを使用してくださし'1。 
•ハブ 

ネットワーク上でケーブルを中継するための機器です。 

複数台のパソコンを接続する場含に必要です。ルーターに搭載されている場含ちあります。 

1000目 ASE - T の通信を行うた側こは、1000目 ASE - T に対応したものを使用してください。 
• LAN ケーブル（ストレートタイプ） 

お使いになるネットワークのスピードに合つたちのが必要です。接続するネットワーク機器のマニュ 
アルをご覧になり、必要なものをご用意ください。 

1000目 ASE - T の通信を行うためには、エン八ンストカテコ‘ U 已（カテコ‘ USE ) 1；|上の LAN ケー 
ブルを使用して < ださい。 


LAN を巧うための設定 

LAN をお使いになるためには、必要な機器を LAN ケーブルで接続し、ネットワークの設定を行 
います。インターネットに接続する場合は、プロバイダより提供されるマニュアルに従って、機 
器の設定をしてください。 

接続、設定のち法については、なのマニュアルでち説明しています。 

有線 LAN の醜 

を1 『画面で見るマニュアル』》「000100」で検索 
一 「 LAN を使う」 


FfE 
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• j 無線 LAN 


AN 機能を使う 


無線 LAN 搭載機種のみ 

無線 LAN [ラン]機能について説明します。 

ここでは、をにインターネットに接続する場合を例に説明します。 


のパソコンの無線 LAN 機能 


無線 LAN 搭載機種の場合、次の規格の無線 LAN(Wi-Fi® [ワイフアイ]準拠)が搭載されています。 


IEEE [アイトリプル 

ィ ー] 802.1 la; 王 

IEEE 802.1 lb 

IEEE 802.1 Ig 

IEEE 802.1 In 

ドラフトを 

〇 

〇 

〇 

〇 


を： W 巳 2/W 巳 3/W 已6に準拠しています。 


インターネットを使うとさの接続例 


なのイラストは、フロードバンドインターネットと接続している一例です。ネットワークの形態 
によって使用する機器び異なりますので、ネットワークに合ったものをご購入ください。 


インターネット ADSL [エーデイーエスエル]モデムや 



無線 LAN アクセスポイント 


無線 LAN でインターネットに接続するには、無線 LAN アクセスポイントを利用する「インフラ 
ストラクチャ通信」といラち式で通信します。 

ブ□-ドバンドモデムに電波を送受信する無線 LAN アクセスポイントを接続し、無線 LAN アク 
セスポイントとパソコンの間を、 LAN ケーフルの代わりに電波で送受信します。 

ネットワークの種類やしくみについては、なのマニュアルをご覧ください。 

〇 固剖 ネットワ-クの種！ « やしくみについて 

を）『画面で見るマニュアル J » 「415040」で検索 
一「ネットワークの種類やしくみ」 
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無線 LAN をお使いになる場合 


> 


化要なをのを用意する 

無線 LAN を使ラためには、このパソコンの他になのちのび必要です。 

•無線 LAN アクセスポイント 

LAN ケーブルを使用する代わりに、電波を利用して情報のやり取りを行ラ無線 LAN では、「無線 
LAN アクセスポイント」と呼ばれる機器び必要となります。無線 LAN アクセスポイントにはちに 
次のちのびあります。 

-ワイヤレス LAN ステーション 
-ワイヤレスブ□ー ドバンドルーター 


お線 LAN を巧うための設定 

無線 LAN を使うには、無線 LAN アクセスポイントとパソコンの設定を行います。 

初めて設定する場合は、使用するネットワークの情報やデータの暗号化などを、無線 LAN アク 
セスポイントとパソコンの両方に設定します。 

すでにネットワークで使われている無線 LAN アクセスポイントに接続する場合は、無線 LAN ア 
クセスポイントと同じ設定になるように、パソコンを設定します。 

無線 LAN については、なのマニュアルをご覽ください。 

麵 LAN の設定 

を1 『画面で見るマニュアル』》「001000」で検索 
-> 「無線 LAN を使ラ」 

gl 院の麵 LAN 力-が d ： どを使う 

を『画面で見るマニュアル』》「001020」で検索 
一 r 別売の無線 LAN アダプタを使ラ」 

Q 『スタートガイド2セットアップ編』 

一「インターネットを始めるための準備をする」 
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Web カメラを使う 


このパソコンには、動画や静止画を撮影することのでさるカメラび搭載されていま 
す。 Web [ウェブ]カメラを使って、動画や静止画を撮影したりテレビ電話を楽し 
むことびでさます。 


Web カメラででさること 


このパソコンの Web カメラでは、主に次のことがでさます。 

•動画和静止画を撮影する (TArcSoft WebCam Companion [アークソフトウェブカムコンパ 
こオン]」） 

Web カメラで撮影した動画や静止画のデータは、 X —ルに添付することちで去ます。 
•テレビ電話を楽しむ ([Windows Live Messenger [ウィンドウズライブメッセンジャー]」） 
インターネットに接続している仲間と、 U アルタイムで><ッセージの交換などもでさます。 

巧 oint 明るい部屋で使用してください 

Web カメラを使用する場合は、部屋を明るくしてください。 


心 Veb カメラを使うソフトウェアの起動方法と使いち 


田 fArcSoft WebCam Companion 」 

起動ち法 

1@(スタート）一「すべてのプ□グラム」一「@メニュー」一「@メニュー」 
の順にクリックします。 

2「@メニュー」上部の r 名前で探す」をクリックし、左側にあるカテゴリの 
中から「画像-映像-写真」をクリックします。 

3 「ArcSoft WebCam Companion 」 をクリックします。 

詳しい使い方については 、 「ArcSoft WebCam Companion 」 のヘルプをご覧ください。 
「ArcSoft WebCam Companion 」 のヘルプは、メニューバーの「ヘルプ」一「アプ U ケーショ 
ンヘルプ」の順にク U ックすると表示されます。 
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田 「Windows Live Messenger] 

起動ち法 

1 ©(スタート）一「すべてのプ□グラム」一「@メニュー」一「@メニュー」 
の順にクリックします。 

2「@メニュー」上部の r 名前でさがす」をクリックし、左側にあるカテゴリ 
の中から「インターネット」をクリックします。 

3 [Windows Live Messenger ] をクリックします。 

詳しくは、インターネットに接続した環境でウィンドウち上の「ヘルプ」一 r ヘルプトピックの 
表示」の順にク U ックして [Windows Live Messenger ] のヘルプをご覧ください。 

^^oint 「Windows Live Messenger」 につし、て 

- [Windows Live Messenger 」 のご利用には 、 Windows Live ID の取得び必要です。 

- [Windows Live Messenger ] をこのパソコンよりアンインストールした場合、再度インスト^ルするに 
は 「Windows Live Messenger ] のホームぺージ （ http :// messen 呂 er . live . jp /) よりプ□グラムをダウ 
ン□—ドする必要びあ0ます。 

各ソフトウェアのお問いをわせ先については、なのマこュアルをご覧ください。 

な ^^ id 

0『サポート&ヴービスのご案内』 

一「困ったとき」一 「 STEP 已サポート窓□に相談する」一「ソフトウェアのお問い合わせ先」 
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スタンドの高さを調節する 


このパソコンご購入時は、スタンドの高さび「高さ調節（高)」になっています。パ 
ソコンの画面び高すざる場合は、スタンドの高さを調節してください。 


必要なちのを用意する 


田プラスのドライバー（ドライバーサイズ： 2番） 

このパソコンのネジを取り外すとさに使います。ネジ頭のサイズに合った2まのドライバーをお 
使いください。他のドライバーを使ラと、ネジ頭をつぶすおそれびあります。 


乂タンドの高さを調節する 


ここでは、スタンドの高さを調節する方法について説明しています。 


1 パソコン本体および接続されている周辺機器の電源を切り、電源プラグ 
をコンセントか5巧きまず。 

パソコン本体の電源の切り方については、「電源を切る」 （•♦ P .23) をご覧ください。 

ムパソコン本体の背面び上になるように、パソコン本体を横にしまず。 

パソコン本体を水平にするため、スイーべルび台の端からがへ出るよラに置いてください。 
作業は厚手の柔らかい巧を敷いた平坦な台の上でして<ださい。特に、液晶ディスプレイにま起 
物びあたらないよラにして < ださい。 

[ kQ パソコン本体は重量びありまず 

バソコン本体を横にするときは、衝撃を与えたり、落下させないよう充分ごを意くださし、。 


J パソコン本体背面のケースレを固定しているバンドを取りがしまず。 

バンドを取りかすち法は、「パソコンを移動する場合のま意」 (■•► P .136) をご覧ください。 

4パソコン本体のスタンドのち度を水平にしまず。 

ディスプレイのち度を斜めにしておくと、スタンドを取り付けにくいことびあります。 
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スタンドについているカバーを矢印のち向にがしまず。 


カバーをパソコン本体上部の方向にスライドさせた後、まっすぐ上に持ち上げてください。 
お使いの機種により、カバーの取りがしび硬く感じられる場合びあります。 





6 スタンド取り付け部分のネジ （6 ケ所）をプラスのドライバーで回して 
がしまず。 
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# スタンドを取りがしまず _ 

取り付け部分は、パソコン本体から出ているフックびスタンドの取り付け巧にひっかかるよラに 
なっています。 

スイーベルをち印のち向に持ち上げなびら、スタンドをパソコン本体上部のちに向けてずらし、 
フックから抜いてください。 



&スタンドをパソコン本体に取り付けまず。 


スタンドの取り付け部分には2ヶ巧の取り付け巧びあります。お好みの高さに合ラ取り付け巧を 
選び、スタンドを取り付けてください。 





ネジを止める位置は;欠のとお D です。 



高さ調節（高）の場合：1〜日 
高さ調節（ほ）の場合： 3〜8 


胃アース線を接続してください（テレビチューナー搭載機種のみ） 


バソコンにアース線を接続してください。アース線を接続するちまについては、「アンテナケープル 
をパソコン本体に接続する」 (•> P .81) をご覧くださし、。 


9手順巨でがしたネジ （6 ヶ所）を取り付けまず。 



/ 〇 rfVi 画面で見る 

〇〇 にュァル 


0 ►このマニュアルの卷頭でご案内しています。 


























10 スタンドにカバーを取り付けまず。 


カバー内側の切り込みの位置を合わせるよラにカバーをまっすぐに下ろした後、スイーべルのち 
向にスライドさせて<ださい。 



k 1 パソコン本体背面のケーブル類をまとめてバンドで固定しまず。 

ケーブル類をまとめる方法は、次のマこユアルをご覧<ださい。 

Q 『スタートガイド]設置編』 

一 「 AC アダプタを接続する」 

パソコン本体を立てまず。 

胃胃パソコン本体は重量びありまず 

パソコン本体を立てるとさは、衝擊を与えたり、落下させないよラ巧分ごま意ください。 
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1 テレビを見る前に . 

2接続する . 

3テレビを見る . 

4テレビ蚕組を八ードディスクに一時保存する 
5 困ったときの QSiA . 


5章 

テレビを見る 

テレビチューナー搭載機厘のみ 


テレビを見るための準備やテレビの見かたについて説明しています。 


2 8 17 3 
7 7 9 9 0 












SD 日日固日 ■■■■■■■■■ 

テレビを見る前に 


ここでは、このパソコンで視聴でさる放送やテレビを見るとさのを意事項について 
説明します。 


このパソコンのテレビについて 


このパソコンでは 、 「Windows Media Center [ウィンドウズメディアセンター]」のテレビを 
見るソフトウエアを使ってテレビを視聴でをます。 

テレビを視聴するためには、インターネットに接続でをる環境び必要になります。ただし、会社 
などのセキュ U ティのかかった環境では、ポートの設定によってはテレビの視聴びでをないこと 
びあ0ます。 


©使いになるラえでのご注意 


大切な録画 • 録音について 

•大切な録画-録音を行5場合は、事前に試し録画-録音をして、正し<でさることをご確認< 
ださい。 

•大切な内容の録画-録音済みデータをイ呆巧してある八ードディスクは、定期的にバックアップ 
することをお勧めします。 

•本製品を使用中に発生した不具合、をしくは本製品び使用不能になったことによ D 、 録画•録 
音されなかった場合、その内容の補償およびそれに付随する損害に巧して、弊社は一切の責任 
を負いかねます。 


八ードディスクについて 

パソコンに内蔵されている八ードディスクは非常に精密な機器です。お使いの状況によっては、 
部分的な破損び起をたり、最悪の場合はデータの読み書をびでをなくなったりするおそれちあり 
ます。八ードディスクは、録画'録音した内容を恒久的に保存する場所ではなく、一度見るため 
の一時的な保管場所としてお使いください。 
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停電などについて 


•本製品の動作中に停電などび起こると、録画びでをなかったり、内蔵八ードディスクにな巧し 
てある録画データび損なわれたりすることびあります。 

•録画中に停電などび起こると、録画に失敗したり、八ードディスクから録画データの一部、ま 
たはすべてび削除されたりする場合びあります。このとを、録画データの一部、またはすベて 
を再生でをない場合びあります。 


著作権について 

本製品で録画-録音したちのを、無断で複製、放送、上映、有線放送、公開演奏、インターネッ 
卜配信、レンタル（有償-無償を問わず）することは、法律により禁止されています。 


のパソコンで視聴できる放送について 


このパソコンでは、地上デジタル放送を視聴でをます。地上アナログ放送、 BS デジタル放送、お 
よび110度 CS デジタル放送は、視聴でをません。 


地上デジタルが送とは 

2003年12月から、地上波の UHF [ユーェイチェフ]帯を使用して開始されたデジタル放送 
です。地上アナ□グ放送と比較すると、なのよラな特長びあります。 

•デジタル八イビジョン放送 
高画質でをめ細やかな映像び楽しめます。 

• をチャンネル放送 

デジタル圧縮巧術によって、1つのテレビ放送局で複数のま組を楽しめます。 

• データ放送 

文字や図などで情報を提供する放送です。地域に密着したニュースや天気予報などびあります。 

• 画像び辭明 

化おや建造物の反射波の影響を受けにくいので、画像び2重、3重に映ったり、揺れたりするなど 
のコ’ースト障害びありません。 

地上デジタル放送を視聴する前に、お住まいの地域び i 也上デジタル放送の放送ェ U ア内かどラか 
を確認して<ださい。なお、お住まいの地域び地上デジタル放送のェ U ア内であってち、地形や 
ビル陰などによって電波びさえぎられたり、電波び弱かった D する場合は、視聴でをないことび 
あ0ます。 

地上デジタル放送については、社団法人デジタル放送推進協会のホームページかなに// 
www . dpa . or . jp /) (2008 年已月現在）をご覧ください。 


テレビを見るとさの注意 


ここでは 、 「Windows Media Center 」 のテレビを見るソフトウェアをお使いになるときにま意 
していただをたいことを説明します。 


電波のま信が態にごいて 

• 画像および音声の品質は、アンテナの電波受信状況により大を<左右されます。 

• このパソコンをお使いになる地域の電波状態び弱い場合や、室内アンテナをご利用の場合など 
は、受信状態び悪く、画質に影響び出ることびあります。この場合はご購入元にご連絡される 
か、市販の ブースターを ご購入ください。 ブースターを お使いになる場合は、 ブースターの マ 
ニユアルをご覧ください。 

• このパソコンをお使いになる地域の電波状態び強すざる場合は、受信レベルび飽和し、画質に 
霞響び出ることびあります。この場合はご購入元にご連絡されるか、市販のアッテネーターを 
ご購入ください。アッテネーターをお使いになる場合は、アッテネーターのマニュアルをご覧 
<ださい。 


その他のミち意 

•テレビの視聴をしているとさに、使用状況やシーンによっては、映像びスムーズに再生されな 
い場合びあります。 

•パソコンの電源を切ったり再起動したりする場合やス U - プする場合は 、 「Windows Media 
Center 」 を終了してください。 

• 画面の設定を変更しないで<ださい。 

デスクトップの何ちないところをちク U ックし、表おされるメニューか6「個人設定」をク U ックし 
て「画面の設定」をク U ックすると、画面のを種設定を変更でをますび、テレビを見るソフトウェア 
を使用中は画面の設定を変更しないでください。また、画面の解像度と発色数は、ご購入時の設定で 
お使いください。 

•「Windows Media Player [ウィンドウズメディアプレーヤー]」などの他のソフトウエアと同 
時に使用しないでください。 

• 定期的にデフラグを実行してください。 

八ードディスクへの録画を頻繁に行ラと、八ードディスク内のファイルび断片化され、八ードディス 
クへの読み書を速度びほ下します。定期的なデフラグの実行をお勧めします。 

デフラグ 

を）『画面で見るマニュアル』》 「920330」 で検索 
一「デフラグで八ードディスクを整える」 
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テレビを録画（八ードディスクに一時保存）する1 
とさの注意 


録画を販について 


田録画データの保存に関する注意 

•録画したデータは八ードディスク （ D ドライフ）にな巧されます。 

このバソコンでは、録画したデータは八ードディスクへのなをのみ巧能です。 DVD - RAM などの他 
のディスクへの録画や移動（ムーブ）はでをません。 

•八ードディスク （ D ドライフ）の空を容量に気をつけてください。 

このバソコンご購入時の状態では、八ードディスクの容量びいっぱいの状態で録画すると、ちいデー 
夕び削除されます。再生したデータは削除するなど、八ードディスクに充分な容量び残っていること 
を確認してから録画してください。 

•「マイ U カバ U 」 でディスクイメージを復元した場合は、ディスクイメージを作成した後に録画 
したデータは復元されません。 

「マイ U カバ U 」 については、なのマニュアルをご覧ください。 

G 『トラブルお;夫ガイド』 

-> 「大切なデータを保をする（バックアップ)」-「まるごとバックアップするには r マイ IJ カバ IJ 」」 

田パソコンの電源に関する注意 

• 録画中にパソコンの電源を切ったり、再起動したり、体止状態にしたりしないでください。 
録画中にバソコンの電源を切ったり、巧起動したり、休止状態にしたりすると、その時点で録画び終 
了します。 

• 電源プランの設定を変更しないで<ださい。 

©(スタート）一「コント□-ルバネル」-「システムとメンテナンス」一「電源オプション」の順 
にク U ックし、ウィンドウ左の「コンピュータびス U - プ状態になる時間を変更」をク U ックする 
と、電源プランを設定するウィンドウび表示されますび、ここの設定はご購入時の状態から変更しな 
いでください。 

変更した場合、予約録画び失敗する原因となります。 

田パソコンのトラブルに関する注意 

• C ドライブを U カバ U すると録画したデータの再生がでをなくなります。 

このパソコンでは、デジタル放送の認証情報び C ドライブに保存されます。そのため、パソコンに 
トラブルび発生して C ドライブを U カバ U すると、録画したデータを再生で去なくなります。ただ 
し、録画したデータは D ドライブに残っているため、データの削除び必要になります。 

•パソコンを修理すると録画したデータの再生がでさな<なることがあります。 

><モリ容量を変更したり、パソコンを修理したり、アップグレードなどで八ードウエアを更新したり 
した場含は、録画したデータび再生でをなくなることびありますび、ご了承ください。 


テレビを見る 
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田その他のま意 

• 録画中は、ウイルススキャンを行わないでください。 

テレビの録画中にウイルススキャンび開始されると、録画び正常に行われないことがあります。予約 
録画を行ラ場合は、同じ時間帯に自動スキャン機能び動作しないよラごを意ください。 

G 『スタートガイド 2 セットアップ編』 

一「セキュ U ティ対策ソフトの初期設定をする」 

•周辺機器の取り付け和取り外し、メモ U —カードの抜さ差しなどをしないで<ださい。 

テレビ番組の録画中や予約録画の待機中は、周辺機器を取り付けたり取り外したりしないで<ださ 
しまた、メモ U —カードの抜を差しなどちしないでください。 

録画や予約録画が失敗する原因とな0ます。 


モ約録画について 


田予約録画開始前の注意 

• B-CAS [ビーキャス]力ードびパソコン本体にセットされていることを確認してください。 
予約録画する場合は、 B - CAS 力ードびバソコン本体にセットされていることを確認してください。 
B - CAS 力ードびセットされていないと、デジタル放送を録画でをません。 

•アンテナケーブルを取り外したままにしないでください。 

予約録画び、失敗する原因となります。 

予約録画を設定した後に、アンテナケーブルを取り外してバソコン本体をお使いになった場合、予約 
録画開始前にはバソコン本体にアンテナケーブルを接続してください。 

• AC アダプタびパソコン本体に接続されていることを確認してください。 

予約録画をする場合は、 AC アダプタびバソコン本体に接続されていることを確認してください。 
•パソコンの電源を切らないで<ださい。 

予約録画をする場合は、バソコンを待機状態にするか、電源を入れておいてください。 

「電源を切る」 (••► P .23) の手順でバソコン本体の電源を切った場合は、予約録画の時刻になってち 
バソコンび起動しません。 

•2 つ(上の予約録画び連続している場合、前に予約しているテレビ番組の、最後の約1分間び 
録画されません。 

田録画番組再生中の注意 

• 録画番組を再生中に予約録画の開始時間になった場合、録画番組の再生び停止し、予約録画さ 
れている番組び表示されます。 
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録画データの巧を巧について 

録画したデータは、八ードディスクドライブのなのフォルダにな存立れます。 
• D:¥Recorded TV 

放送番組の種別と録画時問 


放送時間の種別により、1時間の録画に必要な八ードディスク容量は異なります。なお、八ード 
ディスク容量は、 lMB =10002 bytes 、 1 GB =1 OOQSbytes 換算値です。 


放送番組の種別 

1時間の録画に必要な八ードディスクの容量 

地上デジタル放送（八イビジョン放送） 

約7目已 0 M 目（約7.目 G 目） 

地上デジタル放送（標準放送） 

約3日00 MB (約3.目 GB ) 


: T レビを見るために必要な準備 


このパソコンでテレビ番組を見るためには、接続や設定などの準備を行ラ必要びあります。ここ 
では、準備の流れについてご紹介します。 


1 接続方法を確認する （"►P.78) 

2 必要なちのを用意する （•.►P.7 日） 

3 アンテナを接続する (•>P.81) 

4 目- CAS 力ードを準備する （"►P.8 己） 
5 インターネットへ接続する（ホ P.87) 
6 ソフトウェアを準備する（ホ P. 日 1) 







SD 日日固日圓 

接続する 


ここでは、アンテナとパソコンとの接続例などについて説明します。 


尸ンテナケースレの接続例 


アンテナケーブルの接続方法は、アンテナの設置お態、壁のアンテナコネクタの形、お使いにな 
るケーブルによって異なります。最を近いちのを選択し、必要なケーブル類を接続してください。 


地上デジタル放送を視聴するには、地上デジタル放送に対応した UHF [ユーェイチェフ]アンテ 
ナび必要です。 

アンテナについて詳しくは、「デジタル放送用のアンテナについて」 (•> P .78) をご覧ください。 
また、マンシヨンなどで地上アナログ放送と各種デジタル放送用アンテナび混合の場合の接続例 
は、「マンションなどの共同受信の場合」 （•♦ P .78) をご覧ください。 


UHF アンテナ（地上デジタル放を対応) 



田マンシヨンなどの共同受信の場合 

マンションなどで共同受信の場含は、地上アナ□グ放送と各種デジタル放送巧アンテナが混合に 
なっている場合があります。 


アンテナ 
コネクタのお 


使用するケーブルなど 



パソコン本体 
E アンテナ入力端子 
(地上デジタル）へ 


田デジタル放送用のアンテナについて 

ここでは、地上デジタル放送を視聰するためのアンテナについて、説明します。 


地上デジタル放送を視聴するには、地上デジタル放送に対応した UHF アンテナを、 i 也上デジタ 
ル放送の電波送信塔に向けて設置する必要びあります。 

地上デジタル放送に対応していない UHF アンテナをお使いの場合は、地上デジタル放送に対応 
した UHF アンテナを設置してください。また、地上デジタル放送に対応した UHF アンテナをお 
使いの場合でち、アンテナの向をを変更したり、ブースターび必要になったりする場合びありま 
す。アンテナの向をを変えると、今まで視聰していた地上アナログ放送び映らなくなることびあ 
D ますので、そのよ5なとをは、地上デジタル放送用と地上アナログ放送用のアンテナを、別に 
設置することをお勧めします。 

また、お住まいの地域によって、周波数び異な D ます。詳しくは、アンテナエ事業者やお近くの 
電気店にお問い合わせください。 
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化ず用意して < だをい 


ビーキャス 


田目- CAS 力ード 



田アース線 



外部アンテナを接続する場合やアースエ事びされていないアンテナを利用する場合には、添付の 
アース線を使用しておずアースを接続してください。 

落雷したとさの電気的ショックの緩和、感電やノイズの回り込みを防止でをます。 

アース線は、必ずコンセントのアース端子につなぐか、市販のアース棒につないで地中に埋めて 
<ださい。 

また、ガス菅や水道管にはつなびないでください。 


田アンテナケーブル（別売) 



プラグの内側びネジ状になっている 


ネジま F 型コネクタ 


アンテナケーブルは F 型コネクタプラグ付アンテナケーブルをご購入ください。 

アンテナケーブルとパソコンの接続には、ノイズの影響を受けにくいネジ式の F 型コネクタプラ 
グ付アンテナケーフルの使巧をお勧めします。 

なお、ケーブルは適切な長さのちのを用意してください。 

[ kQ ネジ式でない F 型コネクタプラグ付アンテナケーブルをお使いの場合 

-コネクタのお巧（大ささ）によっては、バソコン本体に干渉して接続で走ない場合びあ0ます。 

-ネジまでない F 型コネクタプラグ付きアンテナケーブルは、ネジまに比べてノイズの霞響を受けや 
すいため、映像び乱れることびあります。 









田プラスのドライバー（ドライバーサイズ： 2番） 

このパソコンのネジを取りかすとをに使います。ネジ頭のサイズに合った2まのドライバーをお 
使いください。他のドライバーを使ラと、ネジ頭をつぶすおそれびあります。 


化要に応じて用意して < だをい 

アンテナ線のお状などによって、必要なちのび異な D ます。ここでは、代表的なちのを説明しま 
す。「アンテナケーブルの接続例」 (•> P .78) を参考に、用途にあった製品をご購入ください。 

田分波器 

1本の線に混合されている電波を分ける機器です。 

田分配器 

1本のアンテナ線を、複数の端テで使ラために分配する機器です。 

田混合器 

別々の電波を、1本の線に混合するための機器です。 

また 、 VHF [ブイェイチェフ] / UHF のアンテナ線と BS . CS のアンテナ線を混合でさるもの 
や、分波器として使えるちのびあります。 

田ブースター 

受信電波び弱い場合に電波を増幅させるための機器です。 

田 アッテネーター 

強すざる電波を減衰して受信でさるよラにするちのです。 
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ンテナケーブルをパソコン本体に接続する 


アース線とテレビ放送のアンテナケーブルを接続してください。 


0 


[ kQ アンテナケーブルを接続ずるときの注意 

-アンテナケーブルを接続するとをは、コネクタの中むにある金属芯を折 5 ないでくださし、。 

• F 型コネクタプラグ付アンテナケーブルをお使いの場を、ネジを締める際に指をはさまないよラに 
気をつけてください。 


1 パソコンや接続されている機器の電源び入つている場 S ホ、ずべての 
電源を切り、パソコン本体の電源プラグをコンセントか5巧きまず。 

パソコン本体の電源の切りちについては、「電源を切る」 （•♦ P .23) をご覧ください。 

ムパソコン本体の背面び上になるように、パソコン本体を横にしまず。 

パソコン本体を水平にするため、スイーべルび台の端からかへ出るよラに置いてください。 
作業は厚手の柔らかい巧を敷いた平坦な台の上でして<ださい。特に、液晶ディスプレイにま起 
物びあたらないよラにして < ださい。 

[ kQ パソコン本体は重量びあります 

バソコン本体を横にするときは、衝撃を与えた D 、 落下させないよう充分ごを意くださし、。 


J パソコン本体背面のケースレを固定しているバンドを取りがしまず。 

バンドを取り外す方法は、「パソコンを移動する場合のま意」 (••► P .136) をご覧ください。 

4パソコン本体のスタンドの角度を水平にしまず。 






スタンドについているカバーを矢印のち向にタルまず。 


カバーをパソコン本体上部のち向にスライドさせた後、まっすぐ上に持ち上げてください。 
お使いの機種により、カバーの取り外しび硬<感じられる場合びあります。 



も アース線を接続しまず。 


ち下のネジをプラスのドライバーで外して、アース線の片方をアース端テ ( GND ) にネジ止めし 
ふ 〇 

もラ片方をコンセントのアース端テのネジにネジ止めします。 
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スタンドにカバーを取り付けまず。 


スタンドやアース線にカバー内側の切り込みの位置を合わせるよラにカバーをまっすぐに下ろし 
た後、スイーべルの方向にスライドさせてください。 


&パソコン本体のカバーのツメを押して、カバーを取りがしまず。 



9パソコン本体のアンテナ入力端子に、アンテナケーブルを接続しまず。 



























11 パソコン本体背面のケーブル類をまとめてバンドで固定しまず。 

ケーブル類をまとめる方法は、なの マこユ アルをご覧<ださい。 

0『スタートガイド1設置編』 

一 「AC アダプタを接続する」 


1 j パソコン本体を立てまず。 


[ pQ パソコン本体は重量びありまず 

パソコン本体を立てるとさは、衝擊を与えたり、落下させないよラ充分ごま意ください。 
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CAS カードをセツトする 


地上デジタル放送を視聴するには、 B - CAS 力ードをセットしてください。 

k 已 - CAS 力ードス□ットのカバーを取りがしまず。 

パソコン本体を左ちに回転すると、操作し和すくなります。 



(これ]^降のイラストは機種や状況により異なります) 



テレビを見る 


一 
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己- CAS 力ードを己- CAS 力ードス□ットにセツトしまず。 


re - cAsj と記載されている面をパソコン本体の背面側にして、矢印の向きを目- CAS 力ードス 
□ット側に向け、與までしつかりとセットします。 


「 B - CAS 」 と記載されている面を 
パソコン本体の背面側にして、 
まつずぐにセツトします。 



J 已 - CAS 力ードス□ットのカバーを取り付けまず。 


( J>oint B-CAS カードを取りがず場合 

B - CAS 力ー ドは通常パソコン本体にセツトしたままにしておさますび、取0がす場合はなの手順に従って操 
作してください。なお、本体カバーを取りがすときは、 B - CAS 力ードも取りがしてください。 

1. パソコン本体および周辺機器の電源を切り、パソコン本体の電源プラグをコンセントから抜きます。 

2. B - CAS 力ードス□ツトのカバーを取り外します。 

3. 手で B - CAS 力ードを引き抜走ます。 

4. B - CAS 力ードス□ットのカバーを取り付けます。 


〇 / CTVi 画面で見る 

〇〇 にュァル 


0 ►このマニュアルの卷頭でご案内しています。 



















B - CAS 力ードについて 


B - CAS 力ードは、地上デジタル放送を視聴したり録画したりするのに必要な力ードです。 B-CAS 
カードの説明書に記載されている内容をよくお読みください。 

• B - CAS 力ードは必ずパソコン本体にセットしてくださし、 B - CAS 力ードをセットしていない 
と、地上デジタル放送の視聰や録画びでをません。 

•パソコンに添付されている B - CAS カードの台紙の一部び、ユーヴー登録用はびをになつてい 
ます。 

台紙や B - CAS 力ードの0『ファーストステップガイド』に記載されていることをよくお読み 
にな D 、 ユーヴー登録はびをにお要事項を記入の5え、送付してユーヴー登録をして<ださい。 

• B - CAS 力ードは、お客様と（株）ビーエス.コンディシヨナルアクセスシステムズ（略称： 
BCAS ) 社との直接契約に基づを使用するちのです。 B - CAS カード使用許諾契約約款に従って 
管理してください。 

パソコンの修理時は、 B - CAS 力ードを取りかし、お客様の責任で保管してください。 

B - CAS 力ードの紛失.盗難時や、破損したり巧れたりした場合など、 B - CAS 力ードに関する 
質問は B - CAS 社カスタマーセンター (•> P .104) までお問い合わせください。 


づンターネットへの接続 


このパソコンでテレビを見るときは、インターネットに接続できる環境び必要です 。 LAN [ラン] 
(有線 LAN ) 機能や内蔵の無線 LAN 機能（無線 LAN 搭載機種のみ）を使ってインターネットに 
接続でさるよラにしてください。 

Q 『スタートガイド2セットアップ編』 

一「インターネットを始めるための準備をする」 

• LAN (有線 LAN ) 機能でインターネットに接続する場合 
このバソコンに LAN ケーブルを接続するち法は、 「 LAN ケーブルを接続する」 （"► P .88) をご覧 
ください。 

• 無線 LAN 機能でインターネットに接続する場合（無線 LAN 搭載機種のみ） 

このバソコンには、巧の規格の無線 LAN ( Wi - Fi ® [ワイフアイ]準拠）び搭載されています。 

- IEEE [アイト U プルイー] 802.1 la 
- IEEE 802.1 lb 
- IEEE 802.1 Ig 
- IEEE 802.1 In ドラフ h 版 


LAN ケーブルを接続する 


A 言口 

0 ' 雷び鳴り出したとさは、落雷の可能性びなくなるまでノ。ノコン本体やケーブル類に触れない 
でください。ケーブル類の接続作業は、落雷の可能性びなくなるまで行わないで<ださい。 
落雷の可能性びある場合は、あらかじめバソコン本体の電源を切り、その後電源コードをコ 
ンセントから抜を、ケーブル類を取りがしておいてください。 

落雷による感電、火災の原因となります。 


A ミ主意 

A - LAN コネクタに指などを入れないでください。 

感電の原因となることびあります。 

0 . LAN ケーブルを接続する場合は、必ず LAN コネクタに接続してください。 
接続するコネクタを間違えると、故障の原因となることびあります。 


1 パソコンや接続されている機器の電源び入つている場合は、ずべての 
電源を切り、パソコン本体の電源プラグをコンセントか5巧きまず。 

パソコン本体の電源の切りちについては、「電源を切る」 (•> P .23) をご覧ください。 

ムパソコン本体の背面び上になるように、パソコン本体を横にしまず。 


パソコン本体を水平にするため、スイーべルび台の端から外へ出るよ5に置いてください。 
作業は厚手の柔らかい巧を敷いた平坦な台の上でして<ださい。特に、液晶ディスプレイにま起 
物びあたらないよラにして < ださい。 


[ k ^ パソコン本体は重量びありまず 

バソコン本体を横にするときは、衝撃を与えたり、落下させないよう充分ごを意くださし、。 


J パソコン本体背面のケースレを固定しているバンドを取りがしまず。 

バンドを取り外す方法は、「パソコンを移動する場合のま意」 （•> P .13 己）をご覧ください。 


88 志 I D ►このマニュアルの巻頭でご案内しています。 







4 


パソコン本体のカバーのツメを押して、カバーを取りがしまず C 



5 


(これ於降のイラストは機種や状況により異なります） 


パソコン本体のスタンドの角度を水平にしまず。 


6 


パソコン本体背面の LAN コネクタに、 LAN ケーブルを接続しまず。 



テレビ覧る 
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パソコン本体にカバーを取り付けまず。 



&パソコン本体背面のケーブル類をまとめてバンドで固定しまず。 


ケーブル類をまとめる方法は、次の マこユ アルをご覧ください。 

な ^^ 

G 『スタートガイド1設置編』 

一 「AC アダプタを接続する」 


J パソコン本体を立てまず。 


[k 0パソコン本体は重量びありまず 

パソコン本体をなてるとさは、衝擊をちえたり、落下させないよラ充分ごま意ください。 


10 LAN ケーブルをネットワーク機器に接続しまず。 


手順6で接続したケーブルのちラー方を、お使いになるネットワーク機器のコネクタに接続し、 
ネットワーク機器の電源を入れます。 

I 1 パソコン本体の電源プラグをコンセントに差し&みまず。 
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A BBS 日固日 ■■■■■ 

テレビを見る 


ここでは、テレビを見るための準備と、テレビや番組表の見かたについて説明しま 
す。 


ソフトウェアを準備する 


ここでは 、 「Windows Media Center [ウィンドウズメディアセンター]」のテレビを見るソフ 
トウエアを初めて起動するとをに必要な設定について説明します。 

設定を行5前に、アンテナケーフルの接続や B-CAS [ビーキャス]力ードのセットび正しく行わ 
れているか、インターネットに接続できる環境になっているかを確認してください。詳しくは、 
「接続する」 （•> P .78) をご覧ください。 

( j > oint お住まいの地域び変わった場合 

引っ越しなどでお住まいのせ域び変わった場合は、チャンネルや地域情報の変更び必要な場合びあります。 


初期設定をする 

ここでは、 U モコンを使った操作を説明します。「1」モコンを使ラ」 (•> P .44) をご覽になり、 
U モコンを準備してください。 

設定をするとをは、なのボタンを使います。 


Media Center ボタン 


力ーソルボタン 



決定ボタン 


■ パソコン本体の電源び入っていない場合は、電源を入れまず。 

「電源を入れる」 (••► P .21) をご覧ください。 

ムリモコンの 「 Me 出 a Center [メディアセンター]」ボタンを押しまず。 

「ようこそ」といラ画面び表示されます。 


















3 r 高速セットアップ」を選択して®にし、 roK 」 び選択されている 
ことを確認して r ミ夫定」ボタンを巧しまず。 

項目を選択するときは、力ーソルボタン（へ、 v 、<、>) を押してください。 


ようこそ 

Window* Media Center を Mtt する I こは，々のセットアップオプションのい 
ずれかを a 巧してください 



»からセットアップを興けしまず 

裏«たットアッフま度用すると， W«d«rs Me か Cenhr で 
14.インターネソトか;•メテ * ア;こ围する情賴ゃ■像のダウ 
ンロート f. 々スタマェクスペリエンス«上フログラムに巧 
するユーザーのサインアップが巧 g じなります 



(これ]^ソ降の画面は機種や状況により異なります） 


しばらくすると 「Windows Media Center 」 のトップ画面が表示されます。 


4「テレビのセットアップ」を選択して r ミ夫定」ボタンを押しまず。 



この後は、画面の指示に従って操作して<ださい。 
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:アの起動/終了と基本操作 


ここでは 、 「Windows Media Center 」 のテレビを見るソフトウェアを使った、テレビの見かた 
を説明します。 

操作を始める前に、 r お使いになるうえでのごま意」 (•> P .72) をご覧ください。 また 、画面に 
メッセージび表示されるなどの困ったことびおさた場合は、「困ったとさの Q & A 」(•> P .103) 
をご覧ください。 


U モコンで操作する 


音量ボタン 
数字ボタン 

决定ボタン 


口 □=■ 

コロ ロ 

經 

も..一. 


四。 
の C 


.チヤンネル/ぺージ 
ボタン 

•テレビボタン 
•終了ボタン 


田ソフトウェアを起動する 

Windows が起動しているとをに「テレビ」ボタンを押すと、テレビを見るソフトウェアが起動 
して、テレビの視聴がでさます。 

田ソフトウェアを終了する 

「終了」ボタンを押すと、テレビを見るソフトウェアが終了します。 

田チヤンネルを切り換スる 

「数字」ボタン、または「チャンネル/ページ」ボタンを押します。 

な oint 3衍のチャンネル番号を入力ずる場合 

次の手順で設定してくださし、。 

1. 「番号入力」ボタンを押しまず。 

2. 3おのチャンネル番号を入力しまず。 

3. 「決定」ボタンを巧します。 

田音量を調節する 

「音量」ボタンを押します。 


テレビを見る 


93 



















マウスで操作する 

田ソフトウエアを起動する 


1 ©(スタート）-ずべてのプ□グラム 」- •TWindows Media Center 」 
の順にクリックしまず。 


ム 「テレビを見る」をクリックしまず。 



广 

ヒ つそ '‘:’ t 于 /j 
ミュージック 
テレビ•か函 __ 


11:34 • 

せのテレピ 

テレビは 面 

. 

1 テレビを兄る 

スホー ツ 

DVD の 巧を 



田ソフトウエアを終了する 

マウスを動かすと表示される画面左上の〇をク U ックします。 

田その他の操作 

マウスを動かすと、画面ち下に操作ノ f ネルび表示されます。 



チャンネルを 音量を調節します。 

切り換えます。 


94 を輕說 


0 ►このマニュアルの卷頭でご案内しています。 








タイムシフトモードについて 

このパソコンは、放送中の映像を一時的に録画しながら表示する「タイムシフトモード」になっ 
ています。録画したデータを見ているので、録画ま組を見ているとをのよラに一時停止したり、 
巻を戻したりしてみることびでをます。 

• ィィ(巻戻し）：最初の場面まで巻を戻します。 

• ►►(早送り）：現在の場面まで早送りします。 

• M ◄(逆スキップ）：約已砂間巻を戻します。 

• ►►!( 順スキップ）：約30砂間早送りします。 


便利な機能 


田「ランプオフ設定」について 

このパソコンご購入時は、テレビを見ている場合にパソコン本体の八ードディスク/ CD アクセ 
スランプび点滅します。「ランプオフ設定」で設定を変更すると、テレビを見ている場合ち八ード 
ディスク/ CD アクセスランプび消灯するよラに設定でをます。 

また、予約録画の設定をしてノてソコンをス U -プしている場合にノてソコン本体の電源ボタンび点 
滅します。「ランプオフ設定」で設定を変更すると、ス U —プ中ち電源ボタンび消灯するよラに設 
定でさます。就寝中に録画を開始したい場合などにご利用ください。 

〇 阅剖 r ランプォフ設定 J 口ぃて 

を）『画面で見るマニュアル』》「210000」で検索 
一「ランプオフ設定」 


テレビ覧る 
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田パソコンの画面を消して予約録画をする場合 

パソコン本体の画面オフボタンを利用すると、留守中や就寝中に画面の表示を消したり、テレビ 
の音を消したりした状態で録画びでさます。 


1 


MC を 因、 -み + (1) ± 




tzi (画面オフ) 


(イラストは機種や状況により異なります） 


画面ォスこついて 

を）『画面で見るマニュアル』》 rooi 190 」で検索 
-「画面の表示や音靑を消す」 


〇 / CTVi 画面で見る 

Vo にュァル 


0 ►このマニュアルの卷頭でご案内しています。 



















テ 
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テレビ番組を八ードディスク 
に一時保をする 


ここでは、テレビ番組を八ードディスクに一時保をするち法について説明します。 
操作を始める前に、「お使いになるラえでのごを意」 （•> P .72) をご覧ください。 


見ているテレビ番組を一時保存する 


ここでは、現在見ているテレビ番組を八ードディスクに一時保を觸励する方法を説明します。 


U モコンで操作する 



@ 

ロ ロ 


日 @ 口 

M * .J リ 1 しい 

[ 4 、心 1 ' ら - ミ.-、 

1 S •• '.1 0 ム》 


f 化 1. || け' 

り..' い 1 i* — t 


ロロ ロ 

0 0 0 0 

録画ボタン 

因口画 
因の因 
巧のの 


1 録画したいテレビ番組に切り換えまず。 


チャンネルを切り換えるち法は、「ソフトウェアの起動/終了と基本操作」 （•> P .93) をご覽く 
ださい。 











ムリモコンの「録画」ボタンを押しまず。 

録画中は、パソコン本体の録画ランプび赤色に点なします。 



(イラストは機種や状況により異なります） 


見ているテレビ番組び終了すると、録画ち停止します。 

巧 oint 途中で録画を停止する場合 

テレビ番組び終了する前に録画を停止する場合は、巧のよ5に操作してください。 

1. 「サブメニュー」ボタンを押します。 

メニュー画面び表示されます。 

2. 「録画の停止」を選択し、「決定」ボタンを巧します。 


98 を!輕貢る レ 


0 ►このマニュアルの卷頭でご案内しています。 



















マウスで操作する 


1 録画したいテレビ番組に切り換えまず。 


チャンネルを切り換えるち法は、「ソフトウェアの起動/終了と基本操作」 （•> P .93) をご覽く 
ださい。 

ム 操作パネルの■(録画ボタン）をクリックしまず。 


操作パネルは、マウスを動かすと画面のち下に表示されます。 



録画ボタン 

録画中は、パソコン本体の録画ランプび赤色に点灯します。 


1 


R6C を を 

-々 + む ± 

\ J 



、 

\ 

録画フンプ 

j 


(イラストは機種や状況により異なりまず） 


見ているテレビ番組び終了すると、録画ち停止します。 

巧 oint 途中で録画を停止ずる場合 

テレビ番組び終了する前に録画を停止する場をは、なのよラに操作してください。 

1. ちクリックします。 

メニュー画面び表示されます。 

2. 「録画の停止」をクリックします。 


テレビを見る 
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約機能を使つて一時保存する 



ここでは、テレビ番組を一時保存するとをの予約機能について説明します。 


予約の種類 

説明 

ま組表で予約 

番組表を利用して、予約でをます。番組表は、 U モコンの番組表ボタンを押すと 
表示されます。 

番組検索で予約 

キーワードを入力したり、ジャンルから番組を絞り込んだりして、予約でをます。 

シ U —ズ予約 

連続で放送されている番組は、まとめて予約でさます。 


予約録画についての注意 


録画予約した時刻にパソコンの電源び切れている場合は、録画でをません。 

同じ時刻の複数の番組や、時刻の一部び重なっている複数の番組を録画予約することはでさません。 
すでに録画予約した番組と時刻び重複している番組を予約しよラとすると、「録画の重複」といラ 
画面び表示されます。優先したい番組を選択してください。 

録画で走る番組名には、>び表示されます。録画でさない番組名には、公が表示されます。 


番組表についての注意 


番組表には、過去7曰内に選局したことびあるチャンネルの番組び表示されます。「番組情報びあ 
りません」といラメッセージび表示された場をは、いったん番組表に表示したいチャンネルに切り誓 
えてテレビ番組を表示して < ださし、。 
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一時保存したテレビ番組を見る 


—時な巧したテレビま組を見るとをのを 意 

• このパソコンで一時な存したテレビ番組は、パソコンのテレビチューナー固有の I □を使って暗 
号化されます。著作権な護のため、テレビ番組を再生するには、一時な存を行ったパソコンと 
テレビチューナーび必要です。そのため、テレビチューナーの故障などにより、交換び必要に 
なった場合、テレビ番組び再生でさなくなることびあります。 

万一何らかの不具合び起さて、番組び再生でをな<なった場合、その内容の補償およびそれに 
付随する損害に巧して、弊社は一切の責任を負いかねますので、あらかじめご了承<ださい。 
•ネットワークを経由し、他の機器で再生することはでさません。 


ミを两が!ボ々〜ノ 

@ 

冒®日 

M • < .U i ) 

r ^ .■-1 s-f 'i jji. t 

r 7.?' " It xi «—'_■， 

い 。，’,, —nm 

い， 1 *~T 

-H W M r ボ xJ"? 、 , 

ホ巧ボ々 v 

口己口 

f 争’ 1 


巧牛ボ々、 / 

ロロ ロ 
0 0 0 0 

ran ( 1 r~ri 


LasJ 山凶 




テレビを組を見る 

■ r 録画番組」ボタンを押しまず。 

録画したテレビ番組の一覧び表示されます。 

ム 再生したいテレビ番組を選択し、 r ミ夫定」ボタンを押しまず。 


j 「再生」を選択し、 r ミ夫定」ボタンを巧しまず。 


テレビ覧る 


テレビ番組の再生び始まります。 
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4 再生を停止ずるときは、「停止」ボタンを押しまず。 


録画したテレビ番組の一覧に戻ります。 

巧 oint 再生中の操作 

テレビ番組の再生中は、巧の操作びで舌ます。 

•♦4(巻戻し）：巻を戻します。 

•►►(早送り）：早送りします。 

• M ◄(逆スキップ）：約已砂間巻を戻します。 

• ►«( 順スキップ）：約30砂間早送りします。 
•11(一時停止）：一時停止します。 

• ►(再生）：一時停止後に再生します。 
•■(停止）：再生を停止します。 


•時保存したテレビ番組を削除する 


ここでは、八ードディスクにな巧したデータを削除するち法を説明します。 

このパソコンご購入時の設定では、八ードディスクに充分な空き容量びない状態で録画をすると、 
古いデータび自動的に削除されます。再生前のデータび削除されないよラに、データを整理して 
ください。 


I r 録画番組」ボタンを押しまず。 

八ードデイスクに保存されているテレビ番組の一覧び表示されます。 

^削除したいテレビ番組を選択し、 r ミ夫定」ボタンを巧しまず。 


j 「削除」を選択し、 r ミ夫定」ボタンを押しまず。 


4 削除してよいかを確認ずるメッセージび表示されるので、「はい」を 
選択して「決定」ボタンを押しまず。 
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， BBS 日固日 ■■■■■■■■■■ 

羽ったとさの Q&A 


テレビを見るとさ、録画するとさ、再生するとさなど、困ったことび発生した場合 
にお読みください。 



地上デジタルが送の映像がなれる、コマ落ちずる 

次のよラな原因び考えられまず。ご確認ください。 



原因 

対処 

UHF アンテナの向をが違ラ 

デジタル放送の送信搭の方向にあわせてアンテナの向さを変え 
て < ださい。 

電波び弱い 

アンテナの向をを調整してください。 

アンテナケーブルの接続びゆるい 

アンテナケーブルがパソコン本体のコネクタにしっかり接続さ 
れているか確認してください。また、アンテナケーブルはノイ 
ズの入りにくいネジ式 F 型コネクタプラグ付のちのをお使い< 
ださい。 

分配器を使用していることで電波 
が弱<なっている 

分配器を使用している場含は、分配器を外して壁のアンテナコ 
ネクタと直結してみてください。 

他のソフトウエアび動作中 

次の例のよラに、他のソフトウエアの動作状況に影響される場 
含びあります。 

-セキュ U ティ対策ソフトがウイルススキヤンを行っていると 
さ 

-他のソフトウエアの起動-終了時 













[ q 1 デジタルが送で、メッセージが表示をれる 

表おされるメッセージか日、次のよラな原因び考え日れまず。 

F ±、 ご確認ください。 

，Answer ^ 

メッセージ 

対処 

受信でをません 

B - CAS カードが挿入されていないか、故 
障しているか、またはこのチューナでは使 
用でをません。 

カードが正しく挿入されているかどうか 
確認してください。 

B-CAS [ビーキャス]力ードが正しくセットされてい 
るかどうかを確認してください。 

正しくセットされていてちこの><ッセージが表示され 
る場合は、目- CAS カードに何らかの問題び発生してい 
ますので、次の窓□までお問い合わせください。 

(株）ビーエス•コンディショナルアクセスシステムズ 
( B - CAS ) カスタマーセンター 
電言舌番号〇已 70-000-2 已〇 
(受付時間1ひ00〜 20:00) 

テレビ信号がありません 

このチヤンネルのテレビ信号を検出でさ 
ません。 

チャンネルの放送が一時的に中断されて 
いる可能性があります。 

それ政外の場合は、テレビアンテナを調整 
するか、接続し直す必要びあります。 

天候が不安定でアンテナレベルが低下しているとを、ま 
たはアンテナび正し<接続されていない場合に表示さ 
れます。天候に問題がない場合は、アンテナの接続を確 
認してください。 

アンテナケーブルの接続ち法については、「接続する」 
(•> P .78) をご覧ください。 

コピー禁止 

放送局によって、このコンテンツのコピー 
は禁じられています。 

このコンテンツは録画されたコンピュー 
夕でのみ再生でをます。 

他のパソコンの録画コンテンツをこのパソコンで再生 
することはでさません。また、 C ドライブを U カバ U 
すると U カバ U 前に録画されたコンテンツはすべて再 
生でさな<なり、このメッセージび表示されます。 

サービスを使用でさません 

このチヤンネルのテレビ信号を検出でを 
ません。 

チャンネルの放送び一時的に中断されて 
いる可能性びあります。 

しばらくしてか6やり直してください。 

電波の受信は正常にでさていますが、放送び中断されて 
し、る場含にこの X ッセージが表示されます。番組び放送 
されている時間に再度 [Windows Media Center 
[ウィンドウズメディアセンター]」を起動してくださ 
い。 
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メッセージ 

対処 

Aero グラスが無効です 

保護されたこのコンテンツを再生するに 
は 、 Windows Aero グラスを有効にする 
必要があります。この機能を有効にする方 
法の詳細については、 Windows のヘルプ 
とヴポートで "Windows Aero " を検索し 
て < ださい。 

Windows Aero が有効になっているかどうかを確認し 
てください。 

また 、 Windows Aer 日が有効になっていても、他のソ 
フトウェアによって、画面の表示が一時的に 
[Windows Vista ベーシック」に変更されているとき 
に、 「 Wind 日 WS Media Center 」 を起動すると、この 
メッセージび表示されます。その場含は、他のソフト 
ウェアを終了してから 、 「Windows Media Center 」 
を起動してください。 


知 Windows Aero につしに 


を] 『画面で見るマニュアル』》「目 2] 24日」で検索 
一 「 Wind 日 WS Aero とは」 


テレビ覧る 
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周 s 機器をお使いになる場合.... 
本体カバーを取り外す/取り付ける 
メモリの増設/交換 . 



周辺機器の設置/設定/増設 


周辺機器の使用上のま意やメモリの増やしちなどを説明しています。目的に合わせ 
てお読み < ださい。 


12 3 
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回因回国因圍 

周辺機器をお使いになる場合 


ここでは、><モリなどの周辺機器をお使いになる場合に知っておいていただきたい 
ことについて説明します。 

A 警告 

A -周辺機器の取り付けや取り外しを行ラとをは、パソコン本体および接続されている機器の電 
^ 源を切り、電源プラグをコンセントから抜いた後に行ってください。 

この手順を守らずに作業を行ラと、感電-火ぶまたは故障の原因となります。 

0 - 周辺機器のケーブルは、このマニュアルをよく読み、正し<接続してください。 

誤った接続状態でお使いになると、感電•火災の原因となります。また、パソコン本体およ 
び周辺機器が故障する原因となります。 


周辺機器とは？ 


メモ1」、プリンタ、デジタルカメラなどの装置のことです。パソコン本体内部に取り付けたり、 
パソコンの各コネクタに接続したりします。 

周辺機器をノ f ソコン本体内部に取り付ける場合は、ノ f ソコン本体カノ（一を取 D 外す必要びありま 
す。パソコン本体カバーの取りかしちと取り付けちについては、 r 本体カバーを取り外す/取り付 
ける」 (•> p . i 11) をご覽ください。 


周辺機器を取り付けると 


メモリを取り付けてノ':ソコンの処理能力を上げたり、プ U ンタを接続して印刷したりなど、パソ 
コンででさることびさらに広びります。 

また、デジタルカメラで撮影した画像をパソコンに取り込んで 、 E メールに添付したりでをます。 


周辺機器を取り付けるには 


本マニュアル内では、「メモ U の増設/交換」 （"► P .1 17)、「メモ U - 力ードを使5」 （•> P .39) 
などを記載しています。その他の周辺機器の取り付けについては、画面で見るマニュアルでも紹 
介しています。 

お使いになる周辺機器のマニュアルとあわせてご覧ください。 

QMH 周辺機器にっぃて 

を『画面で見るマニュアル』 

一「巳.バソコン本体の取 D 扱い」または「6.周辺機器の接続」 
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r 画面で見るマニュアル j で調べる 


1 表示される画面の中か5取り付けたい周辺機器をクリックしまず。 


例えば、プ U ンタを接続する場合は、「己.周辺機器の接続」一「プ U ンタを接続する」をク U ッ 
クします。 



(画面は機種や状況により異なります） 

C 5 >oint 手順を動画で見ることびでさまず 

手順の中に「動画を見る」といラボタンびあるとをは、ボタンをクリックすると、インターネットに接続して 
手順の動画をご覧いただけます。このとを、 FMV ユーヴー登録で発行された「ユーヴー登録番号」と「パス 
ワード」が必要です。ユーヴー登録については 、□『サポート&ヴー ビスのご案内』をご覧くださし、。 


周辺機器の取り扱い上の注意 


周辺機器を取り付けるとをは、なのことに注意してください。 

-周辺機器は、巧な抑正品をおほいいただ<ことをお勧めします 

純正品び用意されている周辺機器については、純正品!;(がを取り付けて、正常に動かなかったり、バ 
ソコンび故障してち、な証の対象がとなります。 

純正品び用意されていない周辺機器については、このバソコンに対応しているかどうかをお使いの周 
巧 機器べ—十!—に 乃 硬 ミ产ぐドずい 

• 周辺機器に添付のドライバがお使いの Windows にが応しているか確認して<だをい 

お使いになる周辺機器のドライバがお使いの Windows に対応していないと、その周辺機器はお使い 
になれません。必ずお使いの Windows に対応したものをご用意ください。 

• ドライバなどがフ□ッピーディスクで添付をれている場合 

周辺機器によっては、添付のドライバなどびフ□ッピーディスクで提供されているちのびあります。 
その場含は、オプションのフ□ッピーディスクドライブ 「 FDD ユニット ( USB ) ( FMF □-已 IS ま 
たは FMF □-已 1 SZ )」 をご購入になり、ドライバをインストールしてください。 






















•ACPI [エーシーピーアイ]に巧応した周辺機器をお使いくだをい 

このパソコンは 、 ACPI (省電力に関する電源制御規格の1つ）によって電源制御を行っていますの 
で、周辺機器ち AC 円に対応している必要びあります。 

ACPI に対応していない周辺機器をお使いの場含は、増設した機器やパソコンび正常に動作しな<な 
ることびあります。周辺機器び ACPI に対応しているかどうかは、周辺機器メーカーにお問い含わせ 
<ださい。 

また、このパソコンの ACPI モードは、スリーブ （ACPI S 3) に設定されています。 

•—度に取0付ける周辺機器は1つだけにして < だをい 

一度に複数の周辺機器を取り付けると、ドライバのインストールなどが正常に行われないおそれびあ 
ります。1つの周辺機器の取り付けび終了して、動作確認を行ってから、別の周辺機器を取り付けて 
<ださい。 

• マイク-ラインイン兼用端子/へッドホン-ラインアウト兼用端子への接続について 

なのような場合には、あらかじが音量を最小にしておいてください。また、ヘッドホンは使用しない 
で<ださい。雑音が発生する場合があります。 

■パソコン本体の電源を入れるとさ、切るとを 

-マイク-ラインイン兼用端子やへッドホン-ラインアウト兼用端子にケーブルを接続するとを 

• 周辺機器の電源について 

周辺機器の電源はパソコン本体の電源を入れる前に入れるちのび一般的ですび、パソコン本体より後 
に電源を入れるものもあります。周辺機器のマニュアルをご覧ください。 


パソコン本巧内部に取り付ける場合のを意 

•パソコンおよび接続をれている機器の電源を切ってくだをい 

パソコンの電源を切った状態でち、パソコン本体内部には電流び流れています。安全のため、マニュ 
アル内に電源プラグを抜くように指示びある場合は、必ず電源プラグをコンセントから巧いてくださ 
し、。パソコン本体の電源の切り方については、「電源を切る」 （•> P .23) をご覧ください。 

• 電源を切った直をは作業をしないで<だをい 

電源を切った直後は、パソコン本体内部の装置が熱くなっています。電源を切り、電源プラグをコン 
セントから巧いた媛10分ほど待ってから作業を始がてください。 

-内部のケーブル類や装置の巧いに注意してください 

傷を付けたり、加工したりしないでください。また、ねじったり、極端に曲げたりしないでください。 

• 柔6かい巧の上などで作業して<だをい 

固いちのの上に直接置いて作業すると、パソコン本体に傷が付くおそれがあります。 

•静電気にミ主意してください 

内蔵周辺機器は、基板や電子部品がむをだしになっています。これらは、人体に発生する静電気に 
よって損傷を受ける場合があります。取り扱ラ前に、一度大をな金属質のちのに手を觸れるなどして 
静電気を放電して < ださい。 

• 基板表面やはんだ付けの部分、コネクタ部分には手を触れないでくだをい 

金具の部分や、基板のふちを持つよラにしてください。 

• ドライバーを用意してください 

パソコン本体の本体カバーなどの取り外しには、プラスのドライバーが必要です。 

ネジ頭のサイズに含った2番のドライバーをお使いください。他のドライバーを使ラと、ネジ頭を 
つぶすおそれがあ0ます。 
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固回回国因圍 

本体カノ く一を取り外す/取り付 
ける 


ここでは、メモ U などを取り付ける場合に必要な本体カバーの取り外しちと取り付 
けちについて説明します。 

A 警告 

A •本体カバーをあける場合は、バソコン本体および接続されている機器の電源を切り、電源プ 
ラグをコンセントから巧いた後、しば6く経ってか6本体カバーを開けてください。 

落雷び起さた場含に感電の原因となります。 

〇 •取り外したカバー、キャップ、ネ义電池などの部品は、ルさなお子様の手の届かないとこ 
ろに置いてください。 

誤って飲み込むと窒息の原因となります。万一、飲み込んだ場含は、すぐに医師に相談して 
<ださい。 

0 - 本体カバーおよび巧動部をあける場合は、おモ様の手が届かない場所で行ってください。 
また、作業が終わるまでは大人が機器から離れないようにしてください。 

お子様が手を触れると、本体および本体内部の突起物でけがをしたり、故障の原因となりま 
す。 


A 注意 

0 •本体カバーの取り付け、取り外しを行ラ隙は、指定された場所政がのネジは外さないで<だ 
さい。 

指定された場所！;!外のネジを外すと、けがをするおそれがあります。また、故障の原因とな 
ることがあ0ます。 

基板表面上の突起物には手を触れないで<ださい。 

けびをするおそれびあります。また、故障の原因となることびあります。 


[k 0周辺機器の取り付け手順を印刷しておいてください 

操作の途中で電源を切る必要のある周辺機器については、「画面で見るマニュアル」の該当ページの 
先頭に「このページは印刷しておくと便利です」と記載されています。操作を始める前に、「画面で 
見るマニュアル」の該当ページをプ U ンタで印刷してご覧ください。 

メモリについては、「メモ U の増設/交換」 (•> P . l 17) をご覽ください。 






本体 カバーを 取り外す 



1パソ〕ン本体と接続されている周辺機器の電源を切りまず。 


パソコン本体の電源の切り方については、「電源を切る」(- > P .23) をご覧ください。 

^電源プラグをコンセントか5巧きまず。 


電源を切った直後は、パソコン本体内部の装置び熱<なっています。電源を切り、電源プラグを 
コンセントから抜いた後10分ほど待ってください。 


パソコンに B-CAS [ビーキャス]力ードびセットされている場合 
(テレビチューナー搭載機種のみ） 

バソコンにセツトされている日- CAS 力ードを取り外してください。 


J パソコン本体の背面び上になるように、パソコン本体を横にしまず。 


パソコン本体を水平にするため、スイーべルび台の端から外へ出るよラに置いてください。 
作業は厚手の柔らかい巧を敷いた平坦な台の上でして<ださい。特に、液晶ディスプレイにま起 
物びあたらないよラにして < ださい。 

[ p 0パソコン本体は重量びちりまず 

バソコン本体を横にするときは、衝撃を与えたり、落下させないよう充分ごを意くださし、。 


4パソコン本体背面のケースレを固定しているバンドを取りがしまず。 

バンドを取り外すち法は、「パソコンを移動する場合のま意」 （•> P .136) をご覧ください。 
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5 


パソコン本体のカバーのツメを押して、カバーを取りがしまず。 



6 


(これ(降のイラストは機種や状況により異なりまず） 


パソコン本体のスタンドの角度を水平にしまず C 


パソコン本体に接続されているケーブルなどをずべて巧きまず。 


謹/謹/増設 
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8 本体カバーを取りがしまず。 


パソコン本体背面のネジ（已ケ所）を取 D 外し、スタンド部分を持って、本体カバーを真上に持 
ち上げて < ださい。 

立 
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本体カバーを取り付ける 


1 本体カバーを取り付け、ネジ（目ヶ所）をプラスのドライバーで回して 
固定しまず。 

ネジは固<締めすざないよラにして<ださい。 



么パソコ ン本体に接続されていた機器をずべて取り付けまず。 


胃胃 B - CAS 力ードをセットしてください（テレビチューナー搭載機種のみ） 

パソコンに B - CAS 力ードをセットしてくださし、 B - CAS 力ードをセットする方法については、「目- 
CAS 力ードをセットする」 （•> P .8 已）をご覧ください。 


謹/謹/増設 
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3 パソコン本体にカバーを取り付けまず 



4 パソコン本体背面のケーブル類をまとめてバンドで固定しまず。 

ケーブル類をまとめるち法は、なのマニュアルをご覧ください。 

0『スタートガイド1設置編』 

一 「 AC アダプタを接続する」 


パソコン本体を立てまず。 


\ h 胃パソコン本体は重量びありまず 

バソコン本体を立てるとさは、衝撃をちえた日、落下させないよ5充分ごを意ください。 


6 パソコン本体および接続されている機器の電源プラグを、コンセントに 
差し&みまず。 


11/ 画面で見る 

11 〇 ''^にュァル 


0 ►このマニュアルの卷頭でご案内しています。 









/ 

snt 

巧 

定 

/ : 


^ 固囚回国因国圓 

メモ U の増設/交換 


メモリ容量を増やすことによって、パソコンの処理能力などを上げることびでさま 
す。ここでは、メモ U 容量を増やすち法について説明します。 

機種によっては、ご購入時に最大容量のメモ U び搭載されている場合びあります。 
この場合、メモ U 容量を増やすことはでさません。詳しくは、「メモ U の組み合わせ 
表」 (•> P . l 18) の表を確認してください。 


メモリの取り付け場所 


メモリは、パソコン本体内部のメモ U ス□ットに取り付けます。 



tea パソコン本体内部の部品に軸れないでください 

メモ U を取り付けるとさは、パソコン本体内部の部品に触れないよラにしてください。特に、パソコ 
ン本体上面にある無線 LAN [ラン]アンテナに触れると、無線 LAN アンテナび故障して通信で走 
なくなったり、けびをした0することびあります。また、パソコン本体左側面にある部品に触れる 
と、けびをすることびあります。 


謹/謹/増設 
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必要なちのを用意する 


テレビチューナーを搭載している場合です。 

テレビチューナーを搭載していない場をです。 

テレビチューナーを搭載している場含は、あらかじめ取り付けられているメモ U を交換します。 


] 18 I 0 ►このマニュアルの巻頭でご案内しています。 



田メモリ（拡張 RAM [ラム]モジュール） 

FMVDM 1 GMS 1 (1 GB )、 FMVDM 2 GMS 1 (2 GB ) のメモ U び取り付けられます。 

ただし、お使いの機種によって、取り付けられるメモ U 容量び異な D ます。なの「メモ U の組み 
合わせ表」 (•> P . l 18) の表で確認してください。 

田プラスのドライバー（ドライバーサイズ： 2番） 

このパソコンのネジを取り外すとさに使います。ネジ頭のサイズに合った2蚕のドライバーをお 
使いください。他のドライバーを使ラと、ネジ頭をつぶすおそれびあります。 


メモリの組み合わせ表 


次の表で、メモ U の容量とメモ U ス□ットの組み含わせを確認して<ださい。 

次の表！;(外の組みをわせにすると、パソコンが正常に動作しない場合があ0ます。 

• F / 目 70 N で4白目のメモ U を選択した方 


総容量 

メモ U ス□ット1 

メモ U ス□ット2 

4 GB (ご購入時/最大） 

2 GB 

2 GB 


• F / 目7日 N で 3 GB のメモ U を選択した方（テレビチューナーを搭載していない場合) 


総容量 

メモ U ス □ット 1 

メモ U ス □ット 2 

3 GB (ご購入時） 

2 GB 

1 GB 

4 GB (最大） 

2 GB 

2 G 目蛙〕 


注：あらかじめ取り付けられている六モ U を交換します。 

• F / 目7日 T をお使いの方 


総容量 

メモ U ス □ット 1 

メモ U ス □ット 2 

2 GB (ご購入時） 

1 GB 

1 GB 

4 GB (最大） 

2 G 目跑 

2 G 目蛙〕 


注：あらかじめ取り付けられているメモ U を交換します。 

• F / 目 70 N で 2 GB のメモ U を選択した方 


総容量 

メモ U ス□ット1 

メモ U ス□ット2 

2 GB (ご購入時）〔を1〕 

1 GB 

1 GB 

2 GB (ご購入時）〔ま2〕 

2 GB 

- 

3 GB 駐2〕 

2 GB 

1 GB 

4 GB (最大） 

2 GB 駐3〕 

2 GB 蛙3〕 


ままを 
























メモリの取り扱い上の注意 



A 言口 

A - メモ U の取り付けまたは交換を行ラとをは、パソコン本体および接続されている機器の電源 
® を切り、電源プラグをコンセントから抜いた後に行ってください。 

この手順を守らずに作業を行ラと、感電-火災または故障の原因となります。 


么ミ主意 

0 - メモ U の取り付けまたは交換を行ラとをは、指定された場所政がのネジは外さないでくださ 
い。 

指定された場所！;!外のネジを外すと、けがをするおそれがあります。また、故障の原因とな 
ることがあ0ます。 

® - 基板表面上の突起物には手を触れないで<ださい。 

けがをするおそれびあります。また、故障の原因となることがあります。 

0 - 取り外した><モリは小さいお子様の手の届かないところに置いてください。 

お子様が手を触れたり、□に入れると、けがをするおそれがあります。また、故障の原因と 
なることがあります。 


量靈 Q 設置/謹/増設 
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メモリを取り付けるとをのを意 


• メモ1」を取り付けるとをは、メモ1」の差し込みち向をお確かめのラえ、確実に差し込んでくだ 
さい。誤ってメモ1」を逆ち向に差したり、差し込みび不完全だったりすると、故障の原因とな 
ることびあ D ます。 

•メモリは、静電気に巧して非常に弱い部品で構成されており、人体にたまった静電気により破 
壊される場合びあります。メモ U を取り扱ラ前に、一度金属質のちのに手を触れて、静電気を 
放電してください。 

• メモ U は何度を抜を差ししないでください。故障の原因となることびあります。 

• メモ U の表面の端テやに部分に触れて押さないでください。また、メモ U に強い力をかけない 
よラにしてください。 

•メモ U びラまく取り付けられないとをは、無理にメモ U を取り付けず、いったんメモ U を抜い 
てから再度メモ U を取り付け直してください。 

•メモ U は下図のように両手でふちを持ってください。金色の線び入っている部分綱子）には、 
絶対に手を触れないで<ださい。 

この部分には手をちちれないでください。 



•パソコン本体の電源を切った状態でも、パソコン本体内部には電流び流れています。おず電源 
プラグをコンセントから抜いたことを確認してください。 

•テレビチューナー搭載機種の場合、メモ1」の組み合わせを変更すると、テレビ番組を録画（八一 
ドデイスクに一時な巧）したデータび再生でをなくなることびありますび、ご了承ください。 


120 D ►このマニュアルの巻頭でご案内しています。 




メモリを増やす 


ここでは、メモ1」を増やすち法を説明します。 

r メモ1」を取り付けるとをのま意」 （•> p . i2o ) をご覽になり、作業を進めてください。 

巧 oint メモリを取り付ける手順を動画で見ることびでさまず 

サポートぺージ （ http :// azby . fmworlcl . net / sLipport /) で、方モ U の取り付け手順の動画びご覧になれます。 

1 r 本体カバーを取り夕は」 （"► P .11 吕）をご覧になり、本体カバーを 
取りがしまず。 


ムメモリの取り付け場所とメモリ容量の組み合わせを確認しまず。 

メモ U の取り付け場所については、「メモ1」の取り付け場所」 (•> P . l 17) をご覧ください。 

メモ U の容量と組み合わせについては、「メモ U の組み合わせ表」 (•> P . l 18) をご覧ください。 


あ5かじめ取0付け5れているメモリを巧しいメモリにな巧する場合は手順3へ、メモリを追加 
する場合は手順4へ進んで < ださい。 


3 メモリを取りがしまず。 

メモリス□ット吕、メモリス□ット1の順に取りがしまず。 

メモ U を押さえている両側のツメを左ちに開くと、メモ U び少し斜めに持ち上びるので、両手で 
メモ U のふちを持って斜め上のち向に引っ張り、ス□ットから取り外します。 


ツメ 



(これ(降のイラストは機種や状況により異なります） 


[ Mtel メモリを取りがすときのま意 

' メモ U ス□ットの両側のツメを外側に開くと去に、指をはさまないよ5にごを意くださし、。 

-ツメを勢いよく外側へ開くと、メモ U び飛び出し、故障の原因となることびありますので、ごを意 
<ださい。 


周辺霞 Q 設置/謹/増設 
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新しいメモリをメモリス□ットに差し込みまず。 

4 手順3でメモリを取りがした場合は、メモリス□ット1、メモリス□ッ 
卜吕の順に差し込みまず。 


端子に切り込みび入っている部分から端までの距離び長いほ5を上部（内蔵八ードディスク側) 
に向けて、メモ U スロット正面からまっすぐに差し込んでください。 



^ 「パチン」と音びずるまで下に倒しまず。 


ツメ 



メモ U を押さえている両側のツメび、をちんとはまったことを確認してください。 

6 r 本体カバーを取り付ける」 （"► P .11 已）をご覧になり、本体カバーを 
取り付けまず。 


続いて、メモ U び正しく取り付けられたかメモ U 容量を確認しましよ5 (•> P .123 )o 


122 D ►このマニュアルの巻頭でご案内しています。 






メモリ容量を確認する 


メモ1」を取り付けた後、増やしたメモ1」び使える状態になっているかを確認してください。 
必ず、本体カノ（一を取り付けてから確認作業を行ってください。 


パソコン本体の電源を入れまず C 


「電源を入れる」 (•> P .21) をご覧ください。 

り oint Windows び正常に起動しない場合 


メモ IJ び正しく取り付け6れていないと、バソコンの電源を入れたとさ画面に何ち表示されない場合びありま 

その場合は、 (り (電源）マークに4秒 L ツ上触れ続けてバソコンの電源を切り、電源プラグを巧いた後、メモ IJ 
を取り付け直してください。 


2 


©(スタート）一「コント□-ルパネル」一「システムとメンテナン 
ス」一「システム」の順にクリックしまず。 


3 


かで囲んだ部分の数値び、増やしたメモリの分だけ増えているかを確認 
しまず。 


コンビユータのさ本的な情巧のミ示 
Windows Edition 

Windows Vista— xxxxxxxxxx 

Copyright © 2007 Microsoft Corpora 扫 on. All rights reserved. 
Service Pack 1 

Windows Vista をアツプクレードする (g) 


0 




—^ Windows ェクスペリエンスイ分ジクス 


プロセッサ： 
メモリ (RAM): 
システムの珪演： 


XXXXXXXXXX 
^ XXXXGB J 
32 ヒトト水 


オペレーテインヴミ 


コンビュータる.ドメインおよびワーククルーブの設ち 
っンビュータる： XXXXXXXX 

フルコシピュータる： XXXXXXXX 

コンビュータの說巧； 

つークグルーブ： XXXXXXXXXXXX 

Windows ライ它ンスを国 E 


FUJITSU 


t 苗至と巧更に） 


メモリ容量 


(画面は機種や状況により異なります） 


4 


@をクリックしまず C 


量靈 Q 設 B \ 謹/増設 
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メモ u 容量の数値が増えていなかった場含は、次のことを確認して<ださい。 


•増やしたメモ U がこのパソコンで使える種類のちのか 
「必要なちのを用意する」 （•>P .118) 

•メモ U がメモ U ス□ットにをちんと差し込まれているか 
「メモ U を増やす」 (•>P .121) 

•正しいス□ットに取り付けられているか 
「メモ U の取り付け場所」 (•>P.l17) 


•メモ U を正し < 組みをわせているか 
「メモ U の組み合わせ表」 (•>P.l18) 


124を!輕貢る レ 


0 ►このマニュアルの卷頭でご案内しています。 


第5章 

お手入れ 


パソコン本体の曰ごろのお手入れち法について説明しています。 


1 FMV のお手入れ 
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回目 B 田^^^ 

FMV のお手入れ 


ここでは、 FMV を快適にお使いいただくための、曰ごろのお手入れについて説明 
します。 

A 警告 

A -お手入れをする場含は、パソコン本体および接続されている機器の電源を切り、電源プラグ 
^ をコンセントから抜いた後に巧ってください。 

この手順を守6ずに作業を行ラと、感電-火ぶまたは故障の原因となります。 

0 •清掃の隙、清掃用スプレー（可燃性物質を含むちの）を使用しないでください。 

故障-火災の原因となります。 


ノ くソコン本体および添付品のお手入れ 


[ kQ 次のちのは使わないでください 

シンナーやベンジンなどの揮発性の強いわのや、化学ぞラさん、清掃巧スプレー（可燃性物質を含む 
ちの）は絶巧に使わないでください。 

アルコール成分を含んだ市販のク IJ ーナーは使わないでください。 


[ k ^ 乾電池は取り出してください 

マウスやキーボード、リモコン （IJ モコンび添付されている機種のみ）のお手入れを行ラとをは、あ 
5占、じめ乾電ミ也を取0出してください。 


ノ':ソコン本体の通風孔、およびノ':ソコン本体内部にほこりびたまらないように、定期的に清掃し 
て < ださい。 

ノてソコン本体の通風孔やノてソコン本体内部は、掃除機を使ってほこりを吸い取ってください。 
パソコン本体やマウス、キーボード、リモコン （U モコンび添付されている機種のみ）などの巧 
れは、乾いた柔らかい巧で暫く巧を取ってください。 

ミちれびひどいとさは、水または中性洗剤を含ませた巧を固く絞って、拭を取ってください。中性 
洗剤を使って巧いた場合は、水に浸した巧を固<絞って、中性洗剤を拭を取って<ださい。また 
拭さ取るとさは、パソコン本体やマウス、キーボード、リモコン （U モコンび添付されている機 
種のみ）に水び入らないよラ充分ま意してください。 

キーボードのキーとキーの間のほこりなどを取る場合は、ゴ5を吹を飛ばすのではなく、筆のよ 
ラな先の柔らかいちのを使ってゴ5を取ってください。ゴ5を吹さ飛ばすと、キーボード内部に 
ゴ5び入り、故障の原因となる場合びあります。また、掃除機などを使って、キーを強い力で引つ 
張らないでください。 


126 D ►このマニュアルの巻頭でご案内しています。 



ミ夜晶デイスプレイのお手入れ 




[駐 液晶ディスプレイのお手入れを行ラ場合の注意 

市販ク U —ナーは！;(下の成分を含んだちのびあ0 、 画面の表面コーティングやカバーを傷つける場合 
びありますので、ご使用を避けて<ださし、。 

-アルカ U 性成分を含んだわの 
-界面活性剤を含んだをの 
-アルコール成分を含んだちの 
-シンナーやベンジンなどの揮発性の強いをの 
-研磨材を含んだわの 
-化学ぞラさん 
など 


液晶ディスプレイは、ガーゼなどの柔らかい巧で拭いてください。 


柔らかい布 




ぉ手人れ 
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スタンドやスイーべルのお手入れ 


スタンドやスイーベルは、ステンレス製です。表面のほこりや巧れは、ガーゼなどの乾いた柔ら 
かい巧で置く拭を取ってください。巧れびひどいとさは、水を含ませた巧を固く絞って巧を取り、 
ガーゼなどの乾いた柔らかい巧で拭いてください。水分び残ると、変色などのおそれびあります。 
また、スイーべルの上にヘアピンなどの金属製品を、長期間置かないで<ださい。サビび発生す 
るおそれびあ0ます。 




市販のク U- ニングディスクやレンズク U- ナーを使ラと、逆にゴ5を集めてしまい、 CD/DVD 
ドライブのレンズび巧れてしまラ場合びあります。故障の原因になりますので絶対に使わないで 
<ださい。 

ラまく読み取れない場合には、ディスクの指紋、ほこりなどの巧れを拭を取ることで改善される 
ことがあります。 

拭さ取り方法はデイスクの種類により異なります。詳しくはディスクの説明書/レーベル等をご 
覧ください。 


128 D ►このマニュアルの巻頭でご案内しています。 
















ノ くソコン本体内部や通風孔のお手入れ 


ノてソコン本体の通風孔や内部にほこりびたまると、故障の原因となります。 

ほこりの堆積量は、お客様の環境によって異なります。なの清掃ち法に従って、1ヶ月に1度程 
度掃除してください。 


化要なをのを用意する 


•掃除機 
•綿手袋 

•プラスのドライバー(ドライバーサイズ： 2番） 

このバソコンのネジを取りがすとをに使います。ネジ頭のサイズに合った2番のドライバーをお使 
いください。他のドライバーを使うと、ネジ頭をつぶすおそれびあります。 


清掃方法 


田パソコン本体のお手入れをするとをのま意 


み 


充分に換気してください。 

清掃時には、ほこりなどを□や鼻から吸い込まないように、窓を開けたり、換気扇を回したりするな 
どして、充分に換気してください。 

本体カバーを取りかすとをは、指をはさまないよラに気をつけてください。また、 CPU 
[シーピーユー]付近は高温になりますので、電源を切った後、10分な上経ってから作 
業をしてください。やけどをするおそれびあります。 

パソコン本体内部の部品には触れないでください。 

故障の原因となりますので、 CPU フアンの沮およびその他のバソコン本体内部の部品には極力手を 
触れないでください。 

また、掃除機の吸引□をバソコン本体内部の部品に当てないでください。 

洗剤は使用しないでください。 

エアダスターなどの清掃用スプレー（可燃性物質を含むちの）を使用しないでください。 

清掃時に破損した場合、イ呆証期間にかかわらず修理は有償となります。取り扱いについては、 
充分ごま意 < ださい。 

静電気を放電してください。 

バソコン本体内部は、静電気に巧して非常に弱い部品で構成されており、掃除機の吸引□や人体にた 
まった静電気によって破壊される場合びあります。 

バソコン本体内部のお手入れをする前に、一度金属質のちのに手を触れたり金属質のちのに掃除機の 
吸引□先端を触れさせたりして、静電気を放電してください。 


ぉ手人れ 
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田通風孔の清掃方法 


1 掃除機の吸引口にノスレを取り付け、通風孔のほこりを直接吸い取りま 
ず。 


通風孔 



掃除機の吸引 □ 


130 D ►このマニュアルの巻頭でご案内しています。 



















田パソコン本体内部の清掃方法 

1 r 本体カバーを取り夕は」 （"► P .11 吕）をご覧になり、本体カバーを 
取りがしまず。 


ム 掃除機でヒートシンク上のほこりを直接吸い取りまず。 


ヒートシンクに掃除機の吸引□を強くぶつけたり、綿棒や m 楊枝を使ってほこりを取ったりしな 
いでください。ヒートシンクび変あする可能性びあります。 

CPU フアンやシステムフアンのカバーに掃除機の吸引□を強くぶつけたり、 CPU フアンやシス 
テムフアンの羽に触れると、故障や異音発生の原因となります。 



続いて、ヒートシンク周辺のほこりを掃除機で吸い取ります。 

[ kQ 周辺の電気部品に軸れないでください 


-故障の原因とな0ますので、ヒートシンク周辺の電気部品には触れないよ5にごを意ください。 

-バソコン本体上面にある無線 LAN [ラン]アンテナに触れないよ5にご注意ください。無線 LAN 
アンテナび故障して通信で走なくなったり、けびをした0することびあ0ます。 

' けびをする原因とな0ますので、バソコン本体左側面にある部品に触れないようにごま意ください。 


3 体体カバーを取り付ける」 （"► P .11 已）をご覧になり、本体カバーを 
取り付けまず。 


4 パソコン本体の電源を入れ、 Windows び起動ずることを確認してくだ 
さい。 


「電源を入れる」 （•>P.21) をご覧ください。 








r お手入れナビ j について 

このパソコンには、パソコン本体のお手入れ時期を通知するソフトウェア「お手入れナビ」びイ 
ンストールされています。「お手入れナビ」は、定期的にパソコン本体のお手入れ時期を通知した 
り、パソコン本体内部や通風孔などにほこりびたまっている可能性びあるときにお手入れ時期を 
通ミ日したりします。なお、このパソコンご購入時には、定期的な通知び無効になっています。 

ここでは、なの内容について説明します。 

•定期的なお手入れ時期の通知を有効にするち法 

•「お手入れナビ」び表示するメッセージと、メッセージび表示されたとをの対処方法 

なお、ほこりの堆積量は、お使いの環境によって異なります。「パソコン本体内部や通風孔のお手 
入れ」 （•♦P.129) をご覧になり、1ヶ月に1度程度掃除してください。 

田定期的なお手入れ時期の通知を有効にする 

パソコンの使巧時間び2000時間 （1 曰8時間使用の場合に2已〇曰）を超えるごとに、「お手 
入れナビ」からお手入れ時期びをたことを通知する場合は、なの操作をして<ださい。 

1©(スタート）一「すべてのプ□グラム」一「お手入れナビ」一「お手入れ 
ナビの設定」の順にクリックします。 

「お手入れナビの設定 J ウィンドウび表示されます。 

2 r 定期的なお手入れ時期をお知らせする」の©をクリックして®にし、 
roKj をクリックします。 


づ，お手入れナビのを定 @ 




お手入れナピの設定 

」 All Rights Reserved, Copyright に） FUJITSU LIMITED 2007-2008. 


定期的なわ手入れ時期をおからせずる巧能を利用することによ0、パソコン巧部や通風孔の 
お手入れ時巧を自動が]におならせずることができます。 

[ミ期的なお手入れ時期をおからせずる」を選巧ずる^：、選巧した時点からパソコンを約 
2000時巧使用ずる度にパソコン内部や通風孔のわ手入れ時おび来たことをメッたージでお 
がらせします。 

!定期的なあ'手入れ時期をおがらせする 
广定期的なわ手入れ時期をおがらだしない脚 


キ々ン它ル 


1つつ GCVi 画面で見る 

I dZ . ''^にュァル 


0 ►このマニュアルの卷頭でご案内しています。 














田「お手入れナビ」が表示するメッセージ 

• 画面ち下にある通知領域にをび、表示された場合 
<がは、定期的なお手入れ時期びをた場合に表示されます。 

1作業中のデータを保巧し、ソフトウェアを終了します。 

2画面ち下の通知領域にあるホをクリックします。 

3画面ち下の「大切なお知らせです。こちらをクリックして、詳細をお確か 
め<ださい。」をクリックします。 

「大切なお知らせ」ウィンドウび表示されます。 

4 r 今すぐお手入れを開始する」の©をクリックして®にし、「次へ」をク 
リックします。 

「お手入れの手順」ウィンドウび表示されます。 

5画面のメッセージをよく読んでか！5、 r 今すぐ清掃をする」をクリックしま 
す。 

バソコン本体の電源び切れます。 r バソコン本体内部や通風孔のお手入れ」 (•>p.i29) をご覧 
になり、バソコン本体のお手入れをしてください。 


• 警告メッセージび表示された場合 

バソコン本体内部や通風孔にほこりびたまっている可能性びある場合や、バソコン本体内部の CPU 
ファンび正しく動作していない場合に、警普メッセージび表示されます。 

-バソコンの内部や通風孔にほこりび詰まっている可能性びあります。 

-バソコンの CPU フアンび正しく動作していません。 

警普メッセージび表示された場合は、作業中のデータをなをし、ソフトウェアを終了してから、画面 
の指示に従って操作してください。 


ぉ手人れ 
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Memo 
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取り巧い上の注意 

パソコンを移動する場合の注意事項について説明しています。 


1パソコンを移動する場合のを意 


136 







い 

上 

の 

ミ主 


回 Q 区 

パソコンを移動する場合のを意 


ノ くソコンを移動する場合の注意 




パソコンを移動する場合は、なの点にま意してください。 

• AC アダプタを取り外してください。 

① AC ケーブルの電源プラグをコンセントから抜きます。 

③バソコン本体を横にします。 

③ バソコン本体のスタンドの角度を水平にします。 

④ 背面のバンドを取りがします。 

⑥バソコン本体のカノ（一のツメを巧してカノ （一 を取りがします。 

⑧ AC アダプタを DC-IN [ディーシーイン]コネクタから取り外します。 



1つ/ 画面で見る 

I ゴ〇 にュァル 


0 ►このマニュアルの卷頭でご案内しています。 









• 液晶ディスプレイ部分を前にして、パソコン本体下部の両側を持ってください。 



•スピーカー部分は、押さないでください。故障や破損の原因とな D ます。 

•液晶ディスプレイ部分は、絶対に触れないで<ださい。故障や破損の原因とな D ます。 

• スタンドについているカバーやパソコン本体のカバーは、絶対に持たないでください。カバー 
び外れて、ノ f ソコン本体を落下させるおそれびあ D ます。 



Memo 
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第 7 章 

仕様-覧 


パソコン本体の仕様を記載しています。 

製品名称（品&は、捆包箱に貼り付け5れている保証書でご確認ください。 


1バソコン本体の仕様 . 140 

2その他の仕様 . 146 


なの表は各機種ごとの特徴を示しています。詳しい仕様については、なぺージからの仕様一 
覧をご覧ください。 


製品名称（品名） 

ディスプレイ 

1」モコン 

テレビ 

チューナー 

お線 LAN 

モデム 

F / B 70 T 

19型ワイド 

〇 

〇 

〇 

X 

F / B 70 N 

19型ワイド 

A 

A 

A 

X 


〇 :添付または搭載 、 A :機能を選}尺した場合に添付または搭載 、X :非添付またはホ搭載 














仕様一 


パソコン本体の仕様 


製品ち祝 

FMV-DESKPOWER 

F / B 70 T 

CPU 

インテル® Co「eTM2 Duo プ□セッサー P8400 

2.2 巨 GHz 

キャッシュ;><モ|」 

2次： 3MB (CPU 内蔵） 

チップセット 

モバイルインテル® Gl\/I4 巳 Express チップセット 

システム-バス 

1066MHz 

メインメモリ 

標準 2G 巨 （PC3-8 已〇〇デュア J レチャネ J レ対応 DDR3 SDRAM S 曰- DIMM) 

ECC なし最大 4 GB ミち 1 

メモ U ス□ット 

X 2 (空さス□ットなし） を吕 

表 

の 

機 

能 

グラフィック 
アクセラレータ 

モバイルインテル®グラフィックス-ディア-アクセラレーター4已 OOMHD 
(チップセットに内蔵） 

ビデオメモ U 

最大77巨 MB (方イン^モ U と共用）注3 

液晶ディスプレイ ま 4 

1日型ワイドデジタル液晶 

解像度/発色数 

最大]440 X目00ドット/最大 ] 677 万色な5 

フ□ッピーディスク 
ドライブ a 6 

FDD ユニット (USB) (別売） 

八ードディスク 
ドライプま 7 

已〇曰 G 巨（シ IJ ア J レ ATA/30 日）ま8 

CD/DVD ド’ライブ 

スーパーマルチドライブな 9 

才 

丄' 

イ 

才 

機 

能 

オーディオコント□一 

チップセット巧蔵十 High Definition Audio コーデック 

PCM 録音再生機能 

サンプ U ング周波数最大]目 2kHz、 24ビットステレオ〔再生時）を 10 
サンプ1」ング周波数最大 48kHz、 1白ビットステレオ健ま音時）ま 1 日 
同時録宣再生对応 

MIDI 再生機能 

日 S 標準機能にてサポート 

マイク 

モノラルデジタルマイク内蔵 

Web カメラ 

内蔵（有効画素数約130万画素） 

通 

信 

機 

能 

LAN 

1曰曰0己 ASE-T/1 00巨 ASE-TX/1 0BASE-T 準拠 

雲嘴靴 

規格 

IEEE 802.1 la (W 已 2/VV 己 3/\A/ 巳 6) 準拠、 IEEE 802 . 11 b 準拠、 

IEEE802.1] 旨準拠、 IEEE 802.1 In ドラフト準拠 （Wi-Fi® 準拠）を口 

内蔵 

アンテナ 

ダイバーシティ方式ま I 4 

こ 

ビ 

機 

能 

レ 

ビ 

チ 

1 

ナ 

1 

地上アナ□グ 

- 

日 S アナ□グ 

— 

地上デジタル注1 目 

受信チャンネル： 000〜目日目 ch 

BS デジタル 

- 

] ]0度 CS 
デジタル 

- 

巨- CAS 力ードス□ット 

ぁ0 

イ 

ン 

夕 

フ 

卫 

ス 

SD^ モ U —カード/メ 
モ IJ- スティックま 16 

X 1ス□ット 

USB を 17 

USB2.0 準拠 X 曰（左側面 X 2、ち側面 X 1 、 背面 X 2) 

IEEE1394 (DV) 

4ピン X 1 (S400) 

LAN 

R」-4 目 X 1 

テレビ 

アンテナ入力（地上デジタル ） X 1 

オーディオ 

マイクを18;の3.已 mm ミニジャック（入力：100 mV じ(下、入カインピーダンス （AC) 
lOkQ しソ上 (DC) 2kQ L ソ上)、へッドホンま19 :ゆ3万 mm ステレオ.ミニジャック 
(出力： ImWi^LL 負荷インピーダンス 320) 

電源/周波数 

冉 C100V 己0/日日 Hz (入力波形は正を波のみサポート） 


パソコンの仕様は、改善のために予告なく変更することびあります。あらかじめご了承ください。 
ま記については、「仕様一覧の注記について」 （••► P .144) をご覧ください。 


140 I 0 ►このマニュアルの巻頭でご案内しています。 














































製品ち敬 

FMV-DESKPOWER 

F / B 70 T 

消 

費 

電 

力 

を2日 

電源 OFF 時を引 

2 vm 下 

動作時 

通常約 82 W 、 最大 129 W 、 ス U —プ時約 2 W 

省エネ法に基づ<エネルギー 
消費効率 3 22 

j 区分 0. 曰0049 ( AAA ) ミちの 

外形寸法 

W 465 X D 21 1 X H 391/411 mm (突起部含まず）ま^^ 

質量 

約] Ik 宮 

盗難防止巧□ック取り付け巧 

あ0 

温湿度条件 

温度] 〇〜3巳む/湿度20〜800 /oRH (動作時)、 

温度-10〜60で/湿度20〜 90 %RH (非動作時） 

(ただし、動作時、非動作時とち結麗しないこと） 

プレインス1ル03ま25 

Windows Vista Home Premium 正規版 （DirectX ] 0対応） 

サポート03ミち35 

Windows Vista Ultimate 正規版 、 Windows Vista Home Premium 正規版 


パソコンの仕様は、改善のために予告なく変更することびあ D ます。あらかじめご了承くださし、。 
を記については、「仕様一覧のを記について」 （••►P.144) をご覧ください。 


仕様- 


141 



製品ち疏 

FMV-DESKPOWER 

F/B フ ON 

CPU 

インテル®仁〇「已で^2 Duo プ□セッサー P8400 

2.26GHz 

キャッシュ:><モ|」 

2次： 3MB (CPU 内蔵） 

チップセット 

モバイルインテル® GM4 巳 Express チップセット 

システム-バス 

1066MHz 

メインメモリが 

テレビチューナー搭載機種： 

標準 2G 己/ 4GB 

(P 仁 3-8 己00デュア J レチャネ J レ対応 DDR3 SDRAM S0-DIMM) 

ECC なし最大 4 G 巨ま 1 
テレビチューナーなしの機種： 

標準2白巨/ 3GB/4G 巨 

(PC3-8 曰00デュア J レチャオ g レ対応 DDR3 SDRAM S0-DIMM) 

ECC なし最大 4 GB ま 1 

メモ1」ス□ット 

テレビチューナー搭載機種：X 2 (空をス□ットなし） 

テレビチューナーなしの機種：X 2 (空をス□ットX 1) / 

X 2 (空きスロットなし）ま 2 

表 

お 

機 

能 

グラフィック 
アクセラレータ 

モバイルインテル®グラフィックス-ディア-アクセラレーター4已 00MHD 
(チッフセットに巧蔵） 

ビデオメモ U 

最大77巨 MB (メインメモ1」と兵届）を3 

液晶ディスフレイを4 

19型ワイドデジタル液晶 

解像度/発色数 

最大 ] 440 X 9日日ドット/最大 ] 巨77万色な b 

フ□ッピーディスク 
ドライプを 6 

FDD ユニット (USB) (別売） 

ノ ハードディスク 
ドライプ 3 7 ★ 

32曰 G 巨/己0 0 G 巨（シ IJ ア J レ ATA/ 30 0) ま8 

CD/DVD ド’ライブ 

スーパーマルチドライブを9 

才 

丄’ 

イ 

才 

機 

能 

オーディオコント□一 

チップセット内蔵+ High Definition Audio コーデック 

PCM 録音再生機能 

サンプ U ング周波数最大]目2かセ、24ビットステレオ〔再生時）を10 
サンプリング周波数最大 48kHz、 1己ビットステレオ健录音瞄ま 1 日 
同時録宣再生対応 

MIDI 再生機能 

日 S 標準機能にてサポート 

マイク 

モノラルデジタルマイク内蔵 

Web カメラ 

内蔵（有効画素数約130万画素） 

通 

信 

機 

能 

LAN 

1日日0己 ASE-T/1 00巨 ASE-TX/] 〇巨冉 SE-T 準拠 

無線 LAN 

ま 1 1を1 2 

★ 

規格 

IEEE 802.1 la (W 己 2/VV 己 3/W 巳已）準拠、 IEEE 802 . 11 b 準拠、 

IEEE 802 .1] 吕準拠、 IEEE 802.1 In ドラフト準拠 （Wi-Fi® 準拠）を。/なし 

巧蔵 

アンテナ 

ダイバーシティ方式ま I 4 

こ 

ビ 

機 

能 

★ 

レ 

ビ 

チ 

1 

ナ 

1 

地上アナ□グ 

- 

日 S アナ□グ 

- 

地上デジタ日 

受信チャンネル： 000〜99目 ch 

BS デジタル 

- 

] ]0度 CS 
デジタル 

- 

巨- CAS 力ードス□ット 

あ0 


インターネットの富 ± 通ショッピングサイト 「WEB MART 」 でのみご購入いただける製品の仕様です。 
★ ご購入時に選択したわのをご覧ください。 

パソコンの仕様は、改善のために予告なく変更することびあります。あらかじめご了承ください。 

を記については、「仕様一覧の注記について」 (•> P .144) をご覧ください。 


142 I Q15®™^ ►このマニュアルの巻頭でご案内しています。 





































製品ち茄 

FMV-DESKPOWER 

F/B フ ON 

斗 

ン 

夕 

1 

フ 

卫 

1 

ス 

SD メモ IJ ーカード/メ 
モ IJ - スティックま16 

XI ス□ット 

US 巨ま17 

US 日2.日準拠 X 已（左側面 X 2、ち側面 X 1、背面 X 2) 

IEEE 13日4 ( DV ) 

4ピン X ] CS 400) 

LAN 

RJ -45 X 1 

テレビ ★ 

テレビチューナー搭載機種：アンテナ入力（地上デジタル ） X 1 
テレビチューナーなしの機種：なし 

オーディオ 

マイクを18:ゆ3.已 mm ミニジャック（入力：100 mV m 下、入カインピーダンス ( AC ) 
lOkQ 切上 （ DC ) 2 kQm 上)、ヘッドホンま i 白：ゆ3.己 mm ステレオ.ミニジャック 
(出力： ImWALL 負荷インピーダンス 32 Q ) 

1電源/周波数 

AC 100 V 巳 0/60 HZ (入力波おは正弦波のみサポート） 

消 

費 

電 

力 

を2日 

電源 OFF 時を引 

2 WOT 

動作時 

通常約 82 W 、 最大 129 W 、 ス U —プ時約 2 W 

省エネ法に基づくエネルギー 
消費効率 3 22 

j 区分 0. 曰0049 ( AAA ) をの 

が形寸法 

W 465 X D 21 1 X H 391/411 mm (突起部含まず）ま ^4 

質量 

約] Ik 宮 

盗難防止用□ック取り付け巧 

ぁ0 

温湿度条件 

温度] 〇〜3日む/湿度20〜 80 %RH (動作時)、 

温度-10〜目〇で/湿度20〜日〇〇 /oRH (非動作瞄 
(ただし、動作時、非動作時とを結露しないこと） 

プレインストール03ま95 

Windows Vista Home Premium 正規版 (DirectX 10対応） 

サポート 0 S を吕己 

Windows Vista Ultimate 正規版 、 Windows Vista Home Premium 正規版 


インターネットの富 ± 通ショッピングサイト 「 WE 巨 MART 」 でのみご購入いただける製品の仕様です。 
★ ご購入時に選択したわのをご覧ください。 

パソコンの仕様は、改善のために予告なく変更することびあります。あらかじめご了承ください。 

を記については、「仕様一覧の注記について」 （••► P .144) をご覧ください。 



仕様一覧の注記について 


ま1:•メインメモ U の最大容量は拡張 RAM モジュール 2 GB を2枚搭載した場含です。また、デュアルチヤネルで動作 
させるには当社指定の純正オフションび必要です。 

•このパソコンに取り付けるメモ U は、 PC 3-8 巳00対応 ( DDR 3) のわのをお使いください。 

-このパソコンでは、メモ U 容量び 2 GB (1 GB X 2) および 4 GB に〇目 X 2) の場をのみ、デュアルチヤネル 
で動作します。 

•ご購入時の設定では、合計で 2 GB を超えるメモ U を搭載した場合、完全メモ U ダンプを使用でさません。 

-最大メモ U 容量にするには、別売の増設メモ U を取り付ける必要びあ D ます。取 D 付けるメモ U の組み合わせにつ 
いては、「メモ U の組み含わせ表」 (••► P . l 18) をご覧<ださい。 

•4 GB 搭載時の場合、システムの画面上ではメモ U 容量び4.00 G 目と表示されますび、システムび使用可能な領 
域は最大約 3 G 日になります。なお、装置構成によってご利用可能なメモ U 容量は異なります。 

注2 :当社指定の純正オプションを追加することにより、デュアルチ わ ネルで動作させることびできます。 

注3 : - Intel ® Dynamic Video Memory Technology ( Intel ® DVMT ) により、パソコンの動作状況によってビデオ六 

モ U 容量び変化します。ビデオメモ U の容量を任意に変更することはできません。 

-ビデオメモ U の最大値は、メインメモ U の搭載状況により異なります。メインメモ U 3 GB L ソ上搭載時は、最大 
1 288 MB です。 

• ディスプレイドライバの更新により、ビデオメモ U 容量の最大値び変わる場合びあります。あらかじめご了承<だ 
さい。 

注4 : ■液晶ディスプレイはが常に精度の高い技術で作られておりますび、画面の一部に点なしないドットや、常時点むす 

るドットび存在する場合びあります（有効ドット数の割合は99.99%しソ上です。有効ドット数の割をとは r 对応 
するディスプレイの表示しラる全ドット数のうち、表示巧能なドット数の割合」を示しています)。 

これらは故障ではありません。交換 • 返品はお受けいたしかねますのであらかじめご了承<ださい。 

•このパソコンで使用している液晶ディスフレイは、製造工程により、各製品で色さいび異なる場合びあります。ま 
た、湿度変化などで多みの色むらび発生する場さびあります。 

これらは故障ではありませんので、あらかじめご了承ください。 

•長時間同じ表示を続けると残像となることびありますび、故障ではありません。残像は、しばらく経つと消えます。 
この現象を防ぐためには、省電力機能を使用してディスフレイの電源を切るか、スクリーンセーバーの使用をお勧 
めします。 

■表示する条件によっては、むらおよび微かな斑点び目立つことびありますび、故障ではありません。 

注己：グラフィックアクセラレータの出力する最大発色数は1目77万色ですび、液晶ディスプレイではディヴリング機能 

によって、擬似的に表現されます。 

注白：-このパソコンには、フ□ッピーディスクドライプは搭載されていません。オプション品のフ□ッピーディスクドラ 
イブ 「 FDD ユニット （ USB ) ( FMFD - 已 IS または FMFD - 己 1 SZ )」 をお買い求めの上、お使いください。 

なお、フ□ッピーディスクドライブの接続と取りがしは、必ず電源を切った状態で巧ってください。 

•フ□ッビーディスクドライプ 「 FDD ユニット ( USB ) ( FMFD - 巳 IS または FMFD - 己 1 SZ )」 を接続すると、デ 
スクトッフのみ/(コンピュータ）内にドライプび表示され、フ□ッピーディスクドライブとして使ラことびでを 
ます。 

•フ□ッビーディスクドライプ 「 FDD ユニット （ USB ) ( FMFD - 巳 IS または FMFD - 己 1 SZ )」 では、次のフ□ッ 
ピーディスクは使巧でをません。 

- 0 ASYS 文書フロッピィ 

- 640 KB でフォーマットしたフ□ッビーディスク 

•フ□ッビーディスクドライブ 「 FDD ユニット （ USB ) ( FMFD - 已 IS または FMFD - 已] SZ )」 では、次のフ□ッ 
ピーディスクは、データの読み書きはでをますび、フォーマットはでさません。 

- 1.2 己 MB でフォーマットしたフ□ッピーディスク 

- 1.23 M 日でフォーマットしたフ□ッビーディスク 

- 720 KB で フォーマッ トした フ□ッピー ディスク 

注7 :このマニュアルに記載のディスク容量は、 1 M 日二1000お yte 、 1白 B 二1 OOQSbyte 換算によるものです。 

Windows 上で1 MB =1 0242 byte 、] G 巨=1 0243 byte 換算で表示される容量は、このマニュアルに記載のディ 

スク容量よりみな<なります。 

注8 :このパソコンは Windows RE 領域に約 ] G 巨の領域び占有されています。 

また、 U カバリ領域にわ約 12 G 巨の領域び占有されています。 

そのため、「コンピュータ」の八ードディスクの総容量は、マニュアルの記載よりを約] 3 G 巨少なく表示されます。 

なお、八ードディスクの区画の数や種別を変更したり、外付けドライブを接続した状態では、「トラブル解決ナビ」 

び正常に動作しな<なります。ご了承くださし、。 
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ま吕 3 : 

ま吕4 
ミま2已: 


を10 : 
>±11： 


ミま12 : 
ま13 : 

注14: 
ま1己： 


ミま]巨： 


CD/DVD 

読出速度（最大） 

書込速度（最大） 

書換速度（最大） 

CD-ROM 

24倍速 

- 

- 

CD-R 

24倍達 

24倍速 

- 

CD-RW 

24倍速 

10倍速 

] 曰倍速 

DVD-ROM 

8倍速 

- 

- 

DVD-R 

8倍速 

8倍速 

- 

DVD-R DL 

6倍速 

4倍速 

- 

DVD-RW 

6倍速 

巨倍速 

巨倍速 

DVD+R 

8倍速 

8倍速 

- 

DVD+R DL 

6倍速 

4倍速 

- 

DVD+RW 

8倍速 

S 倍速 

8倍速 

DVD-RAM 

己倍速 

已倍速 

己倍速 


使用でをるサンプ U ングレートは、ソフトウェアによって異なりまず。 

f LAN の仕様については、なのマニュアルをご覧<ださい。 

r 画面で見るマニュアル』》「002000」で検索 
一 I 無線 LAN の仕様」 

IEEE 802.1 In ドラフト2.日に準拠していまず。 

Wi - Fi ® 準拠とは、無線 LAN の相互接続性を保証する団体 「 Wi - Fi 冉 lliance ®」 の総合接続性テストに合格している 
ことだ 7 K します。 

IEEE 802.1 In ドラフト準拠を使用したときは、 MIM 0 方式にちなります。 

• ペイパービューのチヤンネルはサポートしていません。 

•同一周波数パススルー方式と周波数変換パススルー方式に対応していまず。トランスモジュレーション方式には対 
応していません。 

• SD メモリーカードと；><モ|」ースティックの同時使巧はでをません。 

• すべての SD メモ U —力ードやメモ U —スティックの動作を保証するちのではありません。 

•メモ U —スティック、メモ U —スティック PRO 、 メモ U —スティック Duo などのメモ U —スティックでは、マ 
ジックゲート機能び必要なデータの記録/再生はでをません。 

•SD メモ U - 力ード、 miniSD 力ード、 microSD 力ード、 SDHC カードは、著作権保護機能 ( CPRM ) に対応し 
ています。 

•マルチメディアカード （ MMC ) やセキュアマルチメディアカードには対応していません。 

• min 信 D カード、メモリースティック Duo 、 メモ U —スティック PRO Duo 、 または microSD カードをお使いの 
場合は、アダプタが必要になりまず。必ずアダプタにセットしてからお使いください。 

すべての USB 対応周辺機器について動作するちのではありません。 

OS 上で設定を 蜜 要することにより、ラインイン端モとして使 巧す ることちできます。ラインイン端子として使用す 
る場合には、次の仕様となりまず。（入力： ] 日日 mV m 下、入カインピーダンス CAC ) lOkQm 上 CDC ) 2 k 0な上) 
QS 上で設定を 蜜 要することにより、ラインアウト端子として使用することもできます。ラインアウト端モとして使 
用する場をには、なの仕様となります。（出力 ： ImW 切 上、負荷インピーダンス] 日 kQ ) 

出荷時の構成による測定値です。 

電源 OFF 時の消費電力を回避するには、パソコンの電源プラグをコンセントから掠いてください。 

エネルギー消費効率とは省エネまで定める測定方法により測定した消費電力を省エネ法で定める複含理論性能で除 
したちのでず。 

. 2007年度基準で表示しています。 

•カッコ内のアルファベットは、 「 A は100%じ(上200%未満、 AA は200口/ツ上已00 口/0未満、 AAA は已00 口/〇 
m ± j の省エネルギー基準達成率であることをおしています。 

• 高さは3日 1/4] ] mm の2段階に調節することびできます。 

-出荷時は r 高さ調節（高)」41 1 mm に調節されています。 

日本語32ビット版。 


ま9 :ドライプの主な仕様は次の通 D です。 

なお、各数値は仕様上の最大限であり、使用メディアや動作環境によって異なる場合びあります。 

-ディスクによってはご利用になれない場合もあります。 

•書を込み/書さ換え速度は、ドライプの性能値です。 

•書を込み/書を換え速度に対応したディスクび必要になりますび、対応ディスクは販売されていない場合びありま 
す。 

-読み出し、書さ込み速度はディスクや動作環境によって異なる場合びあ D ます。 


012 
2 2 2 


ををまままを 


仕様- 
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因固 B 圓^ 

その他の醒 


;が晶ディスプレイ 


表。、方式 

TFT 

サイズ 

19 型ワイド 

最大解像度 

1440 X 900ドット 

最大発色数 

1677 万色 

画素ピッチ 

0.284 mm x 0.284 mm 


巧蔵スピーカー 


ち式 

バスレフ型 

スピーカーユニット 

(□径：20 ( mm ) X 2 個 ） x 2イン ピー ダンス40 

定格入力 

2 W/ch 

出力音圧レベル 

76 ± 3服 /W dm ) 

再生周波数 

290 Hz 〜 18 kHz 
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Lan 機能 


なの表は、有線 LAN の仕様です。無線 LAN の仕様については、なのマこュアルをご覧ください。 


麵 LAN のれ 滿こ ついて 

を]『画面で見るマニュアル』》「日日2日日日」で検索 
一「無線 LAN の仕様」 


LAN コント□ーラ 

Marvell 社 g 88 E 80 已已 

送受信バッファ用 RAM 

送受信各最大 4 kbyte 

外部インターフェース 

侶日8802 -3 1000目 ASE - T /1 00 BASE - TX /1 0 BASE-T 

伝送媒体 

ツイストペアケーブルを ！ (IGbps :カテコ U 已 E しツ上、 
100 Mbps :カテゴリ已しソ上、10 Mbps :カテゴリ3じ(上） 

伝送ち式 

ベースバンド 

アクセスち式 

CSMA/CD 

データ転送速度 

IGbps 、 100 Mbps 、 1 0 Mbps 

配線お態 

スター型 

セグメント最大長 

100 m 

最大ノード数/セグ;>< ント 

八ブユニットを2による 


ま1 :•1000 Mbps は1000巨 ASE - T の理論上の最高速度であり、実際の通信速度はお使いの機器やネットワーク環境に 
より変化します。 

-1000 Mbps の通信を行うためには、1000 BASE - T に対応した八プび必要となります。また、 LAN ケープルには、 
1000 BASE - T に対応したエン八ンスドカテ3リ已（カテニ[リ 5 E ) 政上の LAN ケーブルを使用してください。お 
使いのケーブルによっては、正しく動作しない場合びあります。その場含はケーブルメーカーにお問いさわせくださ 
い。 

ま2 :八プユニットとは、1000巨 ASE - T /10 曰巨冉 SE - TX /10 巨 ASE - T のコンセントレータです。 

巧 oint ネットワークのスピードについて 

LAN はネットワークのスピードに自動で対応します。八プユニットの変更などでネットワークのスピードび 
変更される場合、スピードに対応した適切なデータグレードのケーブルを必ずお使いください。 



ン（地上デジタル）テレビチューナー • 


テレビチユーナー搭載機種のみ 


コネクタ 

アンテナ入力端子（地上デジタル）： F 型コネクタ X 1 

TV 音声仕様 

ステレオ、音声を重対応 

RF 入力端子 

7已 OF 型コネクタ 

受信周波数 

地上デジタル： 90〜 770 MHz 





















モコン 


U モコンび添付されている機種のみ 


0 


通信方式 

赤外線ち式 

使用可能距離 

正面で約 7 m 

乾電池の寿命の目安 

約目ヶ月（マンガン乾電池使用時） 

使用可能範囲 

水平 

左：約 3Cr /ち：約 30 。 

垂直 

上：約 30° /下：約 30° 

使用電池 

単 4 お乾電池 2 本 


ワイヤレスキーボード 
(ワンタッチボタン付、無線ち式) 


キー配列 

104キー（テンキー付）+ワンタッチボタン（已ケ）+音量 
調節ボタン （3 ケ）+パソコン電源ボタン 

インターフェース 

RF (無線）方式 

使用可能範囲 

パソコン本体から最大1日 m (3 m 故内を推奨)、左ち約4已度 
(ただし、設置環境により短<なる場含があります） 

使用電池 

単3おアルカ U 乾電池2本 

乾電池の寿命の目ま 

毎日3.已時間の使用で約目ヶ月 

(ただし、使用状況によっては、この期間に満たないで寿命に 
達する場含びあります） 

外お寸法 （W X D X H ) 

約 387 mm x 約1已1 mm x 約 28 mm (チルト未使用時） 

質量 

約日 70 g (乾電池含まず） 


横スク□ール機能付ワイヤレスマウス（光学式） •] 


セレクトスイッチ動作お式 

2 巧ボタン、 1 ホイール（左ちチルト動作付） 

インターフェース 

RF (無線）方式 

使用可能範囲 

パソコン本体から最大1日内を推奨)、左ち約4已度 
(ただし、設置環境によ0短<なる場含があります） 

使用電池 

単 3 形アルカ U 乾電池 2 本 

乾電池の寿命の目ま 

毎日 3 .已時間の使用で約 3 ヶ月 

(ただし、使用状況によっては、この期間に満たないで寿命に 
達する場含びあります） 

外形寸法 （W X D X H ) 

約目已 mm X 約 11 4 mm X 約 40 mm 

質量 

約 80 呂（電池含まず） 


148 D ►このマニュアルの巻頭でご案内しています。 


























索引 


Back Space キー .15 

B-CAS 力ード .79 

B - CAS 力ードス□ット . 11 


Caps Lock / 英数キー . 15 

CD/DVD . 32 

CD / DVD ドライブのお手入れ . 128 

CD / DVD 取 D 出しボタン . 10 

CONNECT ボタン . 13,16 

CPU フアン . 14 


アース 端テ . 

明るさ調節 . 

明るさ調節ボタン . 

アンテナケーブルの接続 . 

アンテナ入力端テ（地上デジタル） 
インターネットへの接続 . 


インターネットボタン . 

液晶ディスプレイ . 

液晶ディスプレイのお手入れ 

お手入れ . 

音量調節 . 

音量調節ボタン . 


DC - IN コネクタ . 13 

Delete キー . 15 


Enter キ- 
Esc キー . 


I □設定 . 52 

IEEE 1394 ( DV ) 端テ . 13 


LAN ケーブルの接続 . 88 

LAN コネクタ . 13 

LAN 馆線 LAN ) 機能 . 58 


Media Center ボタン. 
Mute (消音）ボタン.. 


Shift キー . 15 


USB コネクタ . II ,12,13 


W 

Web カメラ 


10, 62 


カーソルキ- 
各部名称.. 


ーキーボード . 

ーパソコン本体前面. 
ーパソコン本体側面. 
ーパソコン本体内部. 
ーパソコン本体背面. 

-リモコン . 

ーワンタッチボタン. 


画面オフボタン 
キーボード 
—ID IxAh .. 


-乾電池 . 

キーボー ド/マウスアンテナ 

空白 （ Space ) キー . 

光学式マウス . 


サポートボタン 
システムフアン 
周辺機器 . 


- LAN 機能 . 

一液晶ディスプレイ . 

-内蔵 スピーカー . 

一八イビジョン（地上デジタル） 


テレビチューナー... 

ーパソコン本体 . 

一横スク□ール機能付 
ワイヤレスマウス... 


-リモコン . 

ーワイヤレスキーボード. 

状態表示 LCD . 

スイーベル . 


300137107595 

131818312221 


5950143710 2 10 5 7 
n - n n n n n n 3 n 5 5 n n 5 


14 8 766 70 88850 
310 444 44 4 4 4 11 

- n n n n n n n n n 
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スイーべルのお手入れ . 

数字ボタン . 

スーパーマルチドライブ . 

ズームボタン . 

スタンド . 

スタンドのお手入れ . 

スタンドの高さ調節 . 

スピーカー . 

操作ボタン . 

た行 

タイムシフトモード . 

ダイレクト-メモ U —ス□ット 

通風孔 . 

通風孔のお手入れ . 

デジタルマイク . 

テレビ番組 

-齡 . 

-録 H. 

テレビボタン . 

テン干一 . 

電源 

-入れる . 

-切る . 

一切れない場合 . 

電源ボタン . 

電池ボックス . 

盗難防止用□ック取り付け巧. 


メモ U- 力ード . 39 

メモ U ス□ツト . 14 

5行 

リモコン . 44 

U モコン受光部 . 10 

威画ランプ . 10 

わ行 

ワンタッチボタン . 15, 31 


な行 

内蔵八ードディスク . 14 

は行 

八ードディスク /CD アクセスランプ.. . 10 

パソコン電源ボタン . 15 

パソコン本体内部のお手入れ . 129 

半角/全ちキー . 15 

バンド通し巧 . 13 

へッドホン.ラインアウト兼用端子 . 11 

ボ U ュームボタン （+ ). 29 

ボ U ュームボタン （一). 29 

本体カバー . 111 

ま行 

マイク-ラインイン兼用端子 . 11 

マウス 

- I□設定 . 52 

-乾電池 . 51 

無線 LAN アンテナ . 10 

無線 LAN 機能 . 60 

メールボタン . 31 

メニューボタン . 31 

メモリ . 117 
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FUJITSU 


画面で見る I FMV 画面で見るマニユアル 




マニュアル 


始め方 


ロタ-卜) 


すべてのプ□グラム 


FMV 画面で見るマニュアル 


V= 



嚇 


本製品は PC 3 R 「 PC グ U —ンラベル制度」の 
審査基準 (2008 年度版)を満たしています。 
詳細は、 Web ヴイト http :// www . pc 3 r.jp ^ 
ご覧 < ださい。 


「衾 


PRINTED WITH 

SOYINK 


大豆インキで E 口刷しています。 


このマニュアルは再生紙を使用し、リサイクルに配慮して製本されています。 
不要になった際は、回収 • U サイクルに出してください。 


圆り111111111111 

T 4988618608190 























































